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戸建住宅の配管は、一棟まるごと
にお任せください！

KC
ユカマス HTDV継手プリふた 宅地ます

宅内ます

KC 
貫通パック

基礎貫通継手

給水管

HIパイプ、水道用透明継手

給水・給湯管

高温排水システム

貯水機能付防災ヘッダー

貯めてるゾー36L、18L

排水合流継手

給
水
・
給
湯
分
野 樹脂管

（PB、PEX）・継手

低層住宅用配管材

排
水
分
野

明治に始まる日本ワインの源流、甲州勝沼（山梨県）
にっぽん探訪

■放射冷暖房システム（神奈川県相模原市） 
■ケーシーレジコン弁室（青森県八戸市）
■直結貯留式災害用トイレ配管システム
　（愛知県岩倉市）

施工現場レポート

特集１
患者により良い治療環境を提供する

「医療現場で増加する放射冷暖房システム」 

特集2
災害時のトイレ問題を軽減する 

「全国で設置が増えるマンホールトイレ」 

173
2015 新春号

クボタシーアイは、本年4月で
10周年を迎えます。
これからも更なる飛躍を目指します。
今後ともご支援、ご愛顧のほど
宜しくお願い申し上げます。

パル
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C o n t e n t s 173 2015 新春号

新年のご挨拶
特集1　医療現場で増加する放射冷暖房システム
施工現場レポート　放射冷暖房システム（神奈川県・相模原市）
施工現場レポート　ケーシーレジコン弁室（青森県・八戸市）
特集 2　全国で設置が増えるマンホールトイレ
施工現場レポート　直結貯留式災害用トイレ配管システム
　　　　　　　　 （愛知県・岩倉市）
新製品紹介　集合住宅向け排水用配管材
　　　　　　水道用高密度ポリエチレンパイプ（HPPE）

KC ニュース　下水道展‘14 大阪のご報告、2014 名古屋水道展の
ご報告、第 46 回管工機材・設備総合展東京・第 30 回
管工機材・設備総合展名古屋のご報告

にっぽん探訪（山梨県・甲府市）
ミズエおばあちゃんの知恵袋「冬の節電方法エアコン編」の巻
新製品のご案内
パルちゃんのレッツ・トライ・クッキング「エビとキノコの中華風まぜご飯」
お便りコーナー／イラストありがとう
読者プレゼント付きクイズ／編集後記

貯めてるゾー
貯留機能付防災ヘッダー

万一の断水に備え
飲料用水を備蓄します。

外観 内部構造

貯めてるゾーの特長

備蓄水の
取り出しも
普段と同じ

震災などの断水に備えて飲料水を備蓄する
防災ヘッダー。新築耐震住宅のデッドスペー
スに設置することができ、日常の水の使用で
新しい水道水を備蓄することができます。
また、ポンプ等使用せず※、自然流下で水が
取り出せるシンプル設計。「貯めてるゾー」が
家族の安心を支えます。

非常兼用給水栓が
台所の場合

メーターボックスへ

36Lタイプ設置例

家族4人／3日分の
備蓄が可能

コンパクト＆
リーズナブル

イチ押し

36ℓ 18ℓ

●最大36Ｌ（18Ｌ）の水道水を備蓄

●特別なメンテナンスは必要なし

断水時に、設定された水栓を開くだけで、
備蓄した水を取り出せます。

●常に新しい水道水を備蓄
各種水栓（トイレ、バス、台所など）を使用することで、貯水部の
水を入れ換えるため、常に新しい水道水が備蓄されます。
※4日間以上、水を使用しないときは、水道を使い貯水部の水を入れ換える
必要があります。詳しくは、製品カタログをご参照ください。

●不用意な水の流出を自動ストップ
断水時、設定された水栓以外からは備蓄水は出ない構造を
採用しています。

ポンプ等を
必要としません。

18本分×
ペットボトル2ℓ

備蓄水の取り出しが簡単

※天井設置の場合

（天井設置の場合）

社団法人日本水道協会 認定登録品
安心してご使用
いただけます。

【性能項目】
・耐圧性能
・浸出性能
・逆流防止性能

イチ押し

年
頭
に
あ
た
り
、ひ
と
こ
と
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
格
別
の
ご
厚
情
と
お
引
き
立
て
を
賜
り
、誠
に
有
難
く
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、弊
社
は
本
年
四
月
、会
社
設
立
一
〇
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
十
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
問
題
や
リ
ー
マ
ン

シ
ョッ
ク
、或
い
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
工
場
の
被
災
な
ど
、弊
社
は
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
て
参
り
ま
し
た
。　
　

　
苦
し
み
な
が
ら
も
、弊
社
が
こ
れ
ら
の
困
難
を
乗
り
越
え
、記
念
す
べ
き

日
を
迎
え
ら
れ
ま
す
の
も
、偏
に
皆
様
方
の
ご
愛
顧
・
お
引
立
て
の
賜
物
で

あ
り
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
の
新
た
な
十
年
に
向
か
っ
て
も
、弊
社
は『
技
術
を
創
る
』『
信
頼
に

応
え
る
』『
夢
に
挑
戦
す
る
』『
人
を
大
切
に
す
る
』と
い
う
設
立
時
に
制
定

し
た
四
つ
の
経
営
理
念
を
大
切
に
し
た
経
営
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、徹
底
し
た「
お
客
さ
ま
第
一
主
義
」と「
現
場
主
義
」で
生
み

出
す
高
機
能
・
高
品
質
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
て
、社
会

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
豊
か
な
住
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
続
け
る
存
在
感

あ
る
会
社
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、皆
様
方
の
格
別
な
る
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、甚
だ
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
常
務

常
務
取
締
役

取
締
役

取
締
役

取
締
役

田
畑 

勝
治 

福
永
　
忍

髙
木
　
章

山
本 

芳
樹

土
　
和
広

山
﨑
　
薫

監
査
役

監
査
役

監
査
役

船
越 

秀
雄

坂
本 

　
悟

髙
鳥 

達
志

役
員
一
覧（
2
0
1
5
年
1
月
1
日
現
在
）

クボタシーアイ株式会社
代表取締役社長
 たばた        　 まさはる 

田 畑  勝 治

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

選べる２つのタイプ

クボタシーアイ株式会社は、株式会社クボタ合成管事業部とシーアイ化成株式会社管工機材
事業部が包括的業務提携契約を締結し、平成17年4月スタートしました。みなさまからご支援
をいただき、本年4月に10周年を迎えます。
これからも蓄積してきた技術を活かし、社会に役立つ製品を生み出してまいります。
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クボタシーアイ
放射天井パネル
プラスターパネル

自
然
の
熱
交
換
に
近
い
放
射
冷
暖
房

　
熱
が
体
内
か
ら
体
外
に
拡
散
さ
れ
る
、ま
た

は
体
外
か
ら
体
内
に
吸
収
す
る
方
法
は
以
下

の
４
つ
の
方
式
が
あ
り
ま
す
。

伝
導
：
直
接
体
の
表
面
と
固
体
が
触
れ
て
熱
が

移
動
す
る
。

対
流
：
風
な
ど
の
流
体
が
体
に
当
た
っ
て
熱
が

移
動
す
る
。

放
射
：
赤
外
線
に
よ
っ
て
熱
が
移
動
す
る
。

蒸
発（
発
汗
）：
汗
を
か
き
、汗
が
蒸
発
す
る
こ

と
で
体
内
の
熱
が
放
出
さ
れ
る
。

 

理
想
的
な
人
の
放
熱
の
割
合
は
、放
射
50
％
、

蒸
発
30
％
、対
流
15
％
、伝
導
5
％
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。対
流
式
空
調
は
、風
に
よ
る
蒸
発

が
多
く
疲
労
の
原
因
な
り
や
す
く
、放
射
冷
暖

房
は
放
射
の
割
合
が
こ
の
理
想
的
な
放
熱
に

近
い
た
め
、体
に
優
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

院
内
感
染
の
リ
ス
ク
を
さ
げ
る

放
射
冷
暖
房

　
院
内
感
染
の
経
路
は
、咳
や
く
し
ゃ
み
で
排

泄
さ
れ
た
飛
沫
が
他
者
の
粘
膜
に
付
着
す
る

「
飛
沫
感
染
」、飛
沫
が
乾
燥
し
空
気
中
に
浮
遊

す
る「
空
気
感
染
」、直
接
感
染
源
に
接
触
し
て

起
こ
る「
接
触
感
染
」の
３
つ
に
大
別
さ
れ
ま

す
。中
で
も
空
気
感
染
は
、直
径
5
㎛
以
下
の

粒
子
に
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
て
空
気
中

を
浮
遊
す
る
こ
と
で
感
染
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。そ
の
代
表
例
が
、麻
し
ん
、水
痘
、結
核
な

ど
で
す
。と
く
に
、空
気
を
か
き
混
ぜ
る
対
流

式
空
調
は
、小
さ
な
飛
沫
核
を
空
気
中
に
拡
散

さ
せ
て
感
染
し
や
す
い
環
境
を
作
り
だ
し
て

し
ま
い
ま
す
。ま
た
、冬
季
に
は
空
気
が
乾
燥

し
て
、空
気
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
が
体
内
に
入
り
や
す
く
な
り
ま
す
。こ
れ
に

対
し
て
、放
射

冷
暖
房
は
空
気

を
か
き
回
す
こ

と
な
く
院
内
感

染
の
発
生
を
軽

減
で
き
る
た
め
、

医
療
関
係
だ
け

で
な
く
老
人
ホ

ー
ム
や
保
育
園

に
も
適
し
て
い

ま
す
。

放
射
冷
暖
房
の
採
用
が
増
え
る

人
工
透
析
治
療

　
放
射
冷
暖
房
の
採
用
が
増
え
て
い
る
医
療

現
場
に
人
工
透
析
治
療
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。人

工
透
析
と
は
患
者
の
血
液
を
体
外
に
引
き
出

し
、透
析
用
の
機
械
で
浄
化
す
る
治
療
で
す
。

肝
臓
の
機
能
が
低
下
し
て
血
液
を
自
力
で
浄

医療現場で増加する放射冷暖房システム

　
こ
の
他
、化
学
療
法
を
行
う
場
合
に
お
い
て

も
長
時
間
の
点
滴
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
、人

工
透
析
と
同
じ
く
患
者
へ
の
配
慮
が
必
要
と

な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、空
調
の
負
担
を
軽
減

す
る
放
射
冷
暖
房
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
と
と
も
に
需
要
が
増
す
放
射
冷
暖
房

　
国
連
な
ど
の
定
義
に
よ
る
と
、現
在
の
日
本

は「
高
齢
化
社
会
」を
超
え
て「
超
高
齢
社
会
」

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。65
歳
以
上
が
全

人
口
に
占
め
る
割
合
は
、す
で
に
23
％
を
越
え
、

2
0
3
0
年
に
は
30
%
に
達
す
る
と
考
え
ら

れ
、医
療
環
境
も
高
齢
者
に
合
わ
せ
て
変
化
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
と
く
に
空
調
に
関
し
て
、高
齢
者
に
配
慮
が

必
要
に
な
り
ま
す
。若
い
人
で
あ
れ
ば
、季
節

に
関
係
な
く
快
適
と
感
じ
る
温
度
は
、ほ
ぼ
一

定
に
な
り
ま
す
が
、高
齢
者
が
快
適
に
感
じ
る

温
度
は
、夏
場
は
高
め
、冬
場
は
低
め
に
な
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
放
射
冷
暖
房
は
、対
流
式
空
調
と
比
べ
て
、

室
内
温
度
を
夏
場
で
＋2
℃
、冬
場
で
－2
℃
で
同

じ
快
適
性
が
得
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、吹
き
出
し
口
か
ら
冷
風（
温
風
）が
直
接

当
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、急
激
な
温

度
変
化
に
よ
る
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
リ
ス
ク

も
軽
減
し
ま
す
。

　
音
も
静
か
で
ク
リ
ー
ン
な
環
境
を
作
り
、温

度
負
荷
が
少
な
い
放
射
冷
暖
房
は
、高
齢
者
に

適
し
た
空
調
と
し
て
医
療
現
場
で
の
採
用
が

今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

化
で
き
な
く
な
っ
た
患
者
が
対
象
で
、全
国
で

慢
性
透
析
患
者
数
は
年
々
増
加
し
、平
成
25
年

度
で
31
万
人
を
超
え
て
お
り
、ま
た
高
齢
化
も

進
ん
で
い
ま
す
。

　
透
析
患
者
は
週
に
2
〜
3
回
づ
つ
、一
回
あ

た
り
4
〜
5
時
間
の
長
時
間
の
治
療
と
な
る

た
め
、治
療
環
境
に
つ
い
て
注
意
が
払
わ
れ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。中
で
も
、対
流
式
空
調

で
送
風
口
か
ら
直
接
風
が
当
た
っ
た
り
、温
度

ム
ラ
が
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
非
常
に
不
快

に
感
じ
る
患
者
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

放
射
冷
暖
房
だ
と
、送
風
の
影
響
が
少
な
く
、

湿
度
も
均
一
に
な
る
た
め
、患
者
に
負
担
を
か

け
ま
せ
ん
。そ
ん
な
理
由
か
ら
、近
年
、人
工
透

析
専
門
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
総
合
病
院
で
採
用

さ
れ
、放
射
冷
暖
房
を
治
療
環
境
の
長
所
と
し

て
広
報
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

医療現場で増加する放射冷暖房システム
～患者により良い治療環境を提供する～

　こ
れ
ま
で
医
療
現
場
で
一
般
的
に
使
わ
れ
て
き
た
対
流
式
空
調
に
替
わ
っ
て
、

天
井
の
表
面
を
冷
却
し
た
り
、加
熱
す
る
こ
と
で
室
内
温
度
を
調
節
す
る
放
射
冷

暖
房
が
採
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

患
者
に
送
風
に
よ
る
負
担
を
少
な
く
し
て
、均
一
な
温
度
環
境
で
治
療
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
で
す
。そ
の
他
、空
気
を
か
き
回
さ
な
い
の
で
ク
リ
ー
ン
な
環
境
を
保
ち
、

院
内
感
染
の
防
止
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

人間の放熱の形態

蒸発

対流

伝導

放射

対流式空調による放熱の割合

放射
19％

蒸発
50％

対流
30％

伝導
1％

理想的な放熱の割合放射空調による放熱の割合
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30％

対流
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伝導
5％

蒸発
35％

放射
45％

放射
50％

対流
18％

伝導
2％

化学療法室

病  室

人工透析室

対流式空調
吹き出し口から冷風（温風）を
出し、室内温度を調節する。送
風が直接あたると、不快になる。

放射冷暖房
天井パネルに冷温水を流し、天井
パネルの表面温度調節し、均一な
温度調節が可能になる。

温
度

夏場

冬場

時間

高齢者の快適温度

空調の無い環境 空調の有る環境

高齢者の快適温度

少し高め

少し低め
若者の快適温度

若者が感じる快適温度はほぼ
一定に対して、高齢者が快適と
感じる温度にはずれが生じます。

放射冷暖房は、静か・クリーン・温度負荷の
少ない治療環境を提供します。

放射冷暖房が採用されている施設

高齢者が感じる快適温度

高齢者に適した放射冷暖房
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の
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に
近
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放
射
冷
暖
房
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収
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触
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熱
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熱
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熱
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蒸
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れ
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熱
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熱
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感
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に
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が
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が
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入
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す
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に
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暖
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は
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気

を
か
き
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こ

と
な
く
院
内
感
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の
発
生
を
軽
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で
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る
た
め
、

医
療
関
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だ
け

で
な
く
老
人
ホ
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ム
や
保
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園

に
も
適
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て
い

ま
す
。

放
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暖
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の
採
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が
増
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る

人
工
透
析
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化
す
る
治
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で
す
。

肝
臓
の
機
能
が
低
下
し
て
血
液
を
自
力
で
浄

医療現場で増加する放射冷暖房システム

　
こ
の
他
、化
学
療
法
を
行
う
場
合
に
お
い
て

も
長
時
間
の
点
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が
必
要
な
場
合
が
あ
り
、人

工
透
析
と
同
じ
く
患
者
へ
の
配
慮
が
必
要
と

な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、空
調
の
負
担
を
軽
減

す
る
放
射
冷
暖
房
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
と
と
も
に
需
要
が
増
す
放
射
冷
暖
房

　
国
連
な
ど
の
定
義
に
よ
る
と
、現
在
の
日
本

は「
高
齢
化
社
会
」を
超
え
て「
超
高
齢
社
会
」

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。65
歳
以
上
が
全

人
口
に
占
め
る
割
合
は
、す
で
に
23
％
を
越
え
、

2
0
3
0
年
に
は
30
%
に
達
す
る
と
考
え
ら

れ
、医
療
環
境
も
高
齢
者
に
合
わ
せ
て
変
化
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
と
く
に
空
調
に
関
し
て
、高
齢
者
に
配
慮
が

必
要
に
な
り
ま
す
。若
い
人
で
あ
れ
ば
、季
節

に
関
係
な
く
快
適
と
感
じ
る
温
度
は
、ほ
ぼ
一

定
に
な
り
ま
す
が
、高
齢
者
が
快
適
に
感
じ
る

温
度
は
、夏
場
は
高
め
、冬
場
は
低
め
に
な
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
放
射
冷
暖
房
は
、対
流
式
空
調
と
比
べ
て
、

室
内
温
度
を
夏
場
で
＋2
℃
、冬
場
で
－2
℃
で
同

じ
快
適
性
が
得
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、吹
き
出
し
口
か
ら
冷
風（
温
風
）が
直
接

当
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、急
激
な
温

度
変
化
に
よ
る
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
リ
ス
ク

も
軽
減
し
ま
す
。

　
音
も
静
か
で
ク
リ
ー
ン
な
環
境
を
作
り
、温

度
負
荷
が
少
な
い
放
射
冷
暖
房
は
、高
齢
者
に

適
し
た
空
調
と
し
て
医
療
現
場
で
の
採
用
が

今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

化
で
き
な
く
な
っ
た
患
者
が
対
象
で
、全
国
で

慢
性
透
析
患
者
数
は
年
々
増
加
し
、平
成
25
年

度
で
31
万
人
を
超
え
て
お
り
、ま
た
高
齢
化
も

進
ん
で
い
ま
す
。

　
透
析
患
者
は
週
に
2
〜
3
回
づ
つ
、一
回
あ

た
り
4
〜
5
時
間
の
長
時
間
の
治
療
と
な
る

た
め
、治
療
環
境
に
つ
い
て
注
意
が
払
わ
れ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。中
で
も
、対
流
式
空
調

で
送
風
口
か
ら
直
接
風
が
当
た
っ
た
り
、温
度

ム
ラ
が
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
非
常
に
不
快

に
感
じ
る
患
者
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

放
射
冷
暖
房
だ
と
、送
風
の
影
響
が
少
な
く
、

湿
度
も
均
一
に
な
る
た
め
、患
者
に
負
担
を
か

け
ま
せ
ん
。そ
ん
な
理
由
か
ら
、近
年
、人
工
透

析
専
門
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
総
合
病
院
で
採
用

さ
れ
、放
射
冷
暖
房
を
治
療
環
境
の
長
所
と
し

て
広
報
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

医療現場で増加する放射冷暖房システム
～患者により良い治療環境を提供する～

　こ
れ
ま
で
医
療
現
場
で
一
般
的
に
使
わ
れ
て
き
た
対
流
式
空
調
に
替
わ
っ
て
、

天
井
の
表
面
を
冷
却
し
た
り
、加
熱
す
る
こ
と
で
室
内
温
度
を
調
節
す
る
放
射
冷

暖
房
が
採
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

患
者
に
送
風
に
よ
る
負
担
を
少
な
く
し
て
、均
一
な
温
度
環
境
で
治
療
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
で
す
。そ
の
他
、空
気
を
か
き
回
さ
な
い
の
で
ク
リ
ー
ン
な
環
境
を
保
ち
、

院
内
感
染
の
防
止
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

人間の放熱の形態
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化学療法室

病  室

人工透析室

対流式空調
吹き出し口から冷風（温風）を
出し、室内温度を調節する。送
風が直接あたると、不快になる。

放射冷暖房
天井パネルに冷温水を流し、天井
パネルの表面温度調節し、均一な
温度調節が可能になる。

温
度

夏場

冬場

時間

高齢者の快適温度

空調の無い環境 空調の有る環境

高齢者の快適温度

少し高め

少し低め
若者の快適温度

若者が感じる快適温度はほぼ
一定に対して、高齢者が快適と
感じる温度にはずれが生じます。

放射冷暖房は、静か・クリーン・温度負荷の
少ない治療環境を提供します。

放射冷暖房が採用されている施設

高齢者が感じる快適温度

高齢者に適した放射冷暖房

参
考
資
料

・
建
築
設
備
と
配
管
工
事
2
0
0
3
年
5
月
号

・「
院
内
感
染
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
放
射
式
壁
冷
暖
房
を
開
発
」

  

（
医
療
安
全
推
進
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

特集 1
特集 1
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北
里
大
学
病
院
の
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
ホ
ス

ピ
タ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　大
正
3
年
、「
日
本
の
細
菌
学
の
父
」と
し
て
知

ら
れ
る
北
里
柴
三
郎
が
北
里
研
究
所
を
建
学
し

て
ち
ょ
う
ど
百
年
に
な
る
。そ
の
百
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、北
里
大
学
病
院
の
建
て
替
え
が
平
成

23
年
9
月
か
ら
行
わ
れ
、新
病
院
が
平
成
26
年
5

月
に
開
設
さ
れ
た（
旧
病
棟
の
改
修
工
事
等
全
て

の
工
事
は
、平
成
27
年
7
月
ま
で
行
わ
れ
る
予
定
）。

本
病
院
で
は
、患
者
や
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
最
良
な

療
養
環
境
と
次
世
代
の
環
境
に
優
し
い
病
院
を

両
立
し
た「
エ
コ
療
養
環
境
」を
実
現
す
る
た
め
、

病
院
、大
学
、エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
、設
計
会
社
が
チ

ー
ム
と
な
り「
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
ホ
ス
ピ
タ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
た
。 

　こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、さ

ま
ざ
ま
な
技
術
的
提
案
が
行
わ
れ
た
。そ
の
中
核

を
な
す
提
案
が「
ゼ
ロ
エ
ナ
ジ
ー
病
室
」。患
者
に

と
っ
て
快
適
性
の
高
い
自
然
光
と
風
を
取
り
込

み
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
太
陽
光
、井
水
熱
）

を
積
極
的
に
利
用
す
る
。ま
た
、建
築
的
な
工
夫

に
よ
り
空
調
負
荷
を
低
減
す
る
パ
ッ
シ
ブ
技
術

と
空
気
汚
れ
セ
ン
サ
ー
・
L
E
D
照
明
な
ど
先

端
技
術
を
融
合
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
技
術
に
よ
り

快
適
性
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
の
両
立
を
目
指
す
。 

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
放
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム

　ア
ク
テ
ィ
ブ
技
術
の
中
に
は
、新
し
い
放
射
冷

暖
房
が
採
用
さ
れ
た
病
室
が
あ
る
。放
射
冷
暖
房

と
は
、天
井
パ
ネ
ル
内
の
パ
イ
プ
に
冬
季
は
温
水

を
、夏
季
は
冷
水
を
流
し
て
パ
ネ
ル
の
表
面
温
度

を
調
節
し
、空
調
を
行
う
方
式
。放
射
冷
暖
房
は
、

対
流
式
の
よ
う
な
温
度
の
偏
り
が
無
い
た
め
患

者
に
優
し
く
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
も
抑
え
ら
れ
る

た
め
環
境
に
も
優
し
い
。ま
さ
に
同
病
院
が
目
指

す
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
理
念
に
合
致

し
た
空
調
で
あ
る
。さ
ら
に
、同
病
院
で
は
、温

水
・
冷
水
の
一
部
に
太
陽
熱
と
井
水
熱
を
利
用
し

て
そ
れ
ぞ
れ
水
を
加
熱
・
冷
却
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
を
節
減
し
て
い
る
。

　放
射
冷
暖
房
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、最
上
階
に

設
け
ら
れ
た
特
別
個
室
病
棟
、抗
が
ん
剤
治
療
を

行
う「
集
学
的
が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
」、人
工
透
析

を
行
う「
血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
」の
3
箇
所
。特
別

個
室
は
、患
者
の
希
望
に
合
わ
せ
て
利
用
で
き
る

高
級
な
仕
様
に
な
っ
て
お
り
、そ
の
付
加
価
値
を

高
め
る
た
め
に
放
射
天
井
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ

た
。ま
た
、集
学
的
が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
や
血
液

浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、患
者
が
長
時
間
治
療
を
受
け

る
た
め
、で
き
る
だ
け
空
調
に
よ
る
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
。

　放
射
冷
暖
房
を
提
案
し
た
株
式
会
社
日
建
設

計
、設
備
設
計
部
門
、設
備
設
計
部
主
管
の
塚
見

史
郎
さ
ん
は
、「
人
工
透
析
の
場
合
、平
均
で
4
時

間
程
度
の
治
療
が
必
要
で
す
。対
流
式
空
調
で
直

接
風
が
当
た
る
の
は
、患
者
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
。他
の
病
院
で
も
放
射
冷
暖
房
の
採
用
が
増
え

て
き
て
い
る
人
工
透
析
や
化
学
療
法
の
病
室
で

の
設
置
を
提
案
し
ま
し
た
」。

コ
ス
ト
低
減
を
可
能
に
し
た

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
放
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム

　放
射
冷
暖
房
の
採
用
で
課
題
と
な
る
の
が
、コ

ス
ト
の
問
題
。病
院
は
も
と
よ
り
、日
本
の
建
築

物
は
初
期
費
用
を
大
き
く
で
き
な
い
。放
射
冷
暖

房
の
採
用
は
、ど
れ
だ
け
初
期
費
用
を
抑
え
ら
れ

る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。ま
た
今
回
、パ
ネ
ル
の
表

面
を
天
井
の
色
に
合
わ
せ
る
な
ど
の
意
匠
性
に

も
注
意
が
払
わ
れ
た
。こ
れ
ら
コ
ス
ト
や
性
能
お

よ
び
意
匠
へ
の
要
求
を
満
足
さ
せ
る
た
め
、複
数

の
シ
ス
テ
ム
が
検
討
さ
れ
た
結
果
、ク
ボ
タ
シ
ー

ア
イ
の
放
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
が
採
用
と
な
っ
た
。

　設
計
に
あ
た
っ
て
配
慮
さ
れ
た
点
は
、空
気
の

流
れ
を
作
る
こ
と
で
淀
ん
だ
場
所
を
作
ら
な
い

こ
と
。ま
た
、温
熱
環
境
を
適
切
に
す
る
た
め
、そ

れ
ぞ
れ
の
ベ
ッ
ド
の
上
に
放
射
天
井
パ
ネ
ル
が
配

置
さ
れ
る
よ
う
な
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
た
。

　実
際
に
夏
の
期
間
、放
射
冷
暖
房
を
使
用
さ
れ

た
血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
に
お
話
を
聴

く
こ
と
が
で
き
た
。看
護
師
の
方
々
は
、忙
し
く

動
き
回
っ
て
い
る
の
で
、対
流
式
空
調
と
の
違
い

は
分
か
り
に
く
い
。し
か
し
、毛
布
を
使
わ
れ
る
患

者
は
こ
れ
ま
で
よ
り
確
実
に
減
っ
て
お
り
、不
快

と
感
じ
ら
れ
る
患
者
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
。こ
の
こ
と
か
ら
、放
射
冷
暖
房
が
患
者
に

対
し
て
空
調
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
効
果
が
あ

る
こ
と
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

　放
射
冷
暖
房
の
使
用
は
、始
ま
っ
た
ば
か
り
で

温
度
設
定
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
試
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。今
後
は
徐
々
に
使
用
者
か
ら
そ
の
性
能
や

効
果
に
つ
い
て
情
報
が
集
ま
り
、最
適
な
使
用
方

法
に
近
づ
い
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

※
北
里
大
学
病
院
で
使
用
さ
れ
た
放
射
天
井
パ
ネ
ル
は

　ド
イ
ツ
U
p
o
n
o
r
製
で
す
。 

製品案内 放射冷暖房用天井パネル

•木製下地、鋼製下地を問わず、在来工法の天井に設置できます。
•壁紙や塗装による仕上げが可能で、さまざま意匠に対応します。
•通常の石膏ボードと同様の取り付けが可能です。ただし、ビスは

長めのものをお使いください。
•サイズは1200×2400ですが、600×1200までカッターで切断・

分割してご使用いただけます。

集学的がん診療センターの治療施設  30分から最長7時間程度の抗がん剤治療を行う。 多い日で約40人ぐらいの治療が行なれている。

北里大学病院 （神奈川県相模原市）
学校法人北里研究所が運営し、2014年に研究所の
創立百周年を迎えた。神奈川県災害医療拠点病院お
よび特定機能病院。

◆プラスターパネル（在来天井取付型）

上記製品はイタリアRDZ社製です。

仕  様
寸法（縦×横×幅） ［mm］ 

放射面の表面積　 ［m2／1枚当り］

重量　 ［kg］

m2当り重量（水含む） ［kg］

発泡ポリスチレン密度 ［kg／m3］

石膏ボード厚さ ［mm］

石膏ボード密度 ［kg／m3］ 

内蔵ポリブテンパイプサイズ ［mm］ 

1200×2400×52.5※

2.88

29.7

10.5

30

12.5

約750

外径6×厚さ1
※600×1200まで分割可能

ゼロエナジー病室の概念図 
自然の光や風を取り込み、再
生可能エネルギーを使用し、
先端技術も取り入れ、病室の
ゼロエナジー化を目指す。

放射天井パネルの基本構成  
一台のベッドに対して、点検口を挟んで
600×1200の放射天井パネルが２枚使用される。

血液浄化センター
ベッド数25床で、平均4時間の人工透析治療を行う。

放射天井パネル 放射天井パネル点検口

特別個室
最上階にある19室の個室は3タイプ（写真は最上
級の病室）。 最上級の病室には、ベッドの部屋の他、
浴室や居間なども併設されている。
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北
里
大
学
病
院
の
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
ホ
ス

ピ
タ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　大
正
3
年
、「
日
本
の
細
菌
学
の
父
」と
し
て
知

ら
れ
る
北
里
柴
三
郎
が
北
里
研
究
所
を
建
学
し

て
ち
ょ
う
ど
百
年
に
な
る
。そ
の
百
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、北
里
大
学
病
院
の
建
て
替
え
が
平
成

23
年
9
月
か
ら
行
わ
れ
、新
病
院
が
平
成
26
年
5

月
に
開
設
さ
れ
た（
旧
病
棟
の
改
修
工
事
等
全
て

の
工
事
は
、平
成
27
年
7
月
ま
で
行
わ
れ
る
予
定
）。

本
病
院
で
は
、患
者
や
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
最
良
な

療
養
環
境
と
次
世
代
の
環
境
に
優
し
い
病
院
を

両
立
し
た「
エ
コ
療
養
環
境
」を
実
現
す
る
た
め
、

病
院
、大
学
、エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
、設
計
会
社
が
チ

ー
ム
と
な
り「
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
ホ
ス
ピ
タ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
た
。 

　こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、さ

ま
ざ
ま
な
技
術
的
提
案
が
行
わ
れ
た
。そ
の
中
核

を
な
す
提
案
が「
ゼ
ロ
エ
ナ
ジ
ー
病
室
」。患
者
に

と
っ
て
快
適
性
の
高
い
自
然
光
と
風
を
取
り
込

み
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
太
陽
光
、井
水
熱
）

を
積
極
的
に
利
用
す
る
。ま
た
、建
築
的
な
工
夫

に
よ
り
空
調
負
荷
を
低
減
す
る
パ
ッ
シ
ブ
技
術

と
空
気
汚
れ
セ
ン
サ
ー
・
L
E
D
照
明
な
ど
先

端
技
術
を
融
合
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
技
術
に
よ
り

快
適
性
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
の
両
立
を
目
指
す
。 

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
放
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム

　ア
ク
テ
ィ
ブ
技
術
の
中
に
は
、新
し
い
放
射
冷

暖
房
が
採
用
さ
れ
た
病
室
が
あ
る
。放
射
冷
暖
房

と
は
、天
井
パ
ネ
ル
内
の
パ
イ
プ
に
冬
季
は
温
水

を
、夏
季
は
冷
水
を
流
し
て
パ
ネ
ル
の
表
面
温
度

を
調
節
し
、空
調
を
行
う
方
式
。放
射
冷
暖
房
は
、

対
流
式
の
よ
う
な
温
度
の
偏
り
が
無
い
た
め
患

者
に
優
し
く
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
も
抑
え
ら
れ
る

た
め
環
境
に
も
優
し
い
。ま
さ
に
同
病
院
が
目
指

す
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
理
念
に
合
致

し
た
空
調
で
あ
る
。さ
ら
に
、同
病
院
で
は
、温

水
・
冷
水
の
一
部
に
太
陽
熱
と
井
水
熱
を
利
用
し

て
そ
れ
ぞ
れ
水
を
加
熱
・
冷
却
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
を
節
減
し
て
い
る
。

　放
射
冷
暖
房
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、最
上
階
に

設
け
ら
れ
た
特
別
個
室
病
棟
、抗
が
ん
剤
治
療
を

行
う「
集
学
的
が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
」、人
工
透
析

を
行
う「
血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
」の
3
箇
所
。特
別

個
室
は
、患
者
の
希
望
に
合
わ
せ
て
利
用
で
き
る

高
級
な
仕
様
に
な
っ
て
お
り
、そ
の
付
加
価
値
を

高
め
る
た
め
に
放
射
天
井
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ

た
。ま
た
、集
学
的
が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
や
血
液

浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、患
者
が
長
時
間
治
療
を
受
け

る
た
め
、で
き
る
だ
け
空
調
に
よ
る
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
。

　放
射
冷
暖
房
を
提
案
し
た
株
式
会
社
日
建
設

計
、設
備
設
計
部
門
、設
備
設
計
部
主
管
の
塚
見

史
郎
さ
ん
は
、「
人
工
透
析
の
場
合
、平
均
で
4
時

間
程
度
の
治
療
が
必
要
で
す
。対
流
式
空
調
で
直

接
風
が
当
た
る
の
は
、患
者
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
。他
の
病
院
で
も
放
射
冷
暖
房
の
採
用
が
増
え

て
き
て
い
る
人
工
透
析
や
化
学
療
法
の
病
室
で

の
設
置
を
提
案
し
ま
し
た
」。

コ
ス
ト
低
減
を
可
能
に
し
た

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
放
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム

　放
射
冷
暖
房
の
採
用
で
課
題
と
な
る
の
が
、コ

ス
ト
の
問
題
。病
院
は
も
と
よ
り
、日
本
の
建
築

物
は
初
期
費
用
を
大
き
く
で
き
な
い
。放
射
冷
暖

房
の
採
用
は
、ど
れ
だ
け
初
期
費
用
を
抑
え
ら
れ

る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。ま
た
今
回
、パ
ネ
ル
の
表

面
を
天
井
の
色
に
合
わ
せ
る
な
ど
の
意
匠
性
に

も
注
意
が
払
わ
れ
た
。こ
れ
ら
コ
ス
ト
や
性
能
お

よ
び
意
匠
へ
の
要
求
を
満
足
さ
せ
る
た
め
、複
数

の
シ
ス
テ
ム
が
検
討
さ
れ
た
結
果
、ク
ボ
タ
シ
ー

ア
イ
の
放
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
が
採
用
と
な
っ
た
。

　設
計
に
あ
た
っ
て
配
慮
さ
れ
た
点
は
、空
気
の

流
れ
を
作
る
こ
と
で
淀
ん
だ
場
所
を
作
ら
な
い

こ
と
。ま
た
、温
熱
環
境
を
適
切
に
す
る
た
め
、そ

れ
ぞ
れ
の
ベ
ッ
ド
の
上
に
放
射
天
井
パ
ネ
ル
が
配

置
さ
れ
る
よ
う
な
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
た
。

　実
際
に
夏
の
期
間
、放
射
冷
暖
房
を
使
用
さ
れ

た
血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
に
お
話
を
聴

く
こ
と
が
で
き
た
。看
護
師
の
方
々
は
、忙
し
く

動
き
回
っ
て
い
る
の
で
、対
流
式
空
調
と
の
違
い

は
分
か
り
に
く
い
。し
か
し
、毛
布
を
使
わ
れ
る
患

者
は
こ
れ
ま
で
よ
り
確
実
に
減
っ
て
お
り
、不
快

と
感
じ
ら
れ
る
患
者
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
。こ
の
こ
と
か
ら
、放
射
冷
暖
房
が
患
者
に

対
し
て
空
調
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
効
果
が
あ

る
こ
と
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

　放
射
冷
暖
房
の
使
用
は
、始
ま
っ
た
ば
か
り
で

温
度
設
定
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
試
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。今
後
は
徐
々
に
使
用
者
か
ら
そ
の
性
能
や

効
果
に
つ
い
て
情
報
が
集
ま
り
、最
適
な
使
用
方

法
に
近
づ
い
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

※
北
里
大
学
病
院
で
使
用
さ
れ
た
放
射
天
井
パ
ネ
ル
は

　ド
イ
ツ
U
p
o
n
o
r
製
で
す
。 

製品案内 放射冷暖房用天井パネル

•木製下地、鋼製下地を問わず、在来工法の天井に設置できます。
•壁紙や塗装による仕上げが可能で、さまざま意匠に対応します。
•通常の石膏ボードと同様の取り付けが可能です。ただし、ビスは

長めのものをお使いください。
•サイズは1200×2400ですが、600×1200までカッターで切断・

分割してご使用いただけます。

集学的がん診療センターの治療施設  30分から最長7時間程度の抗がん剤治療を行う。 多い日で約40人ぐらいの治療が行なれている。

北里大学病院 （神奈川県相模原市）
学校法人北里研究所が運営し、2014年に研究所の
創立百周年を迎えた。神奈川県災害医療拠点病院お
よび特定機能病院。

◆プラスターパネル（在来天井取付型）

上記製品はイタリアRDZ社製です。

仕  様
寸法（縦×横×幅） ［mm］ 

放射面の表面積　 ［m2／1枚当り］

重量　 ［kg］

m2当り重量（水含む） ［kg］

発泡ポリスチレン密度 ［kg／m3］

石膏ボード厚さ ［mm］

石膏ボード密度 ［kg／m3］ 

内蔵ポリブテンパイプサイズ ［mm］ 

1200×2400×52.5※

2.88

29.7

10.5

30

12.5

約750

外径6×厚さ1
※600×1200まで分割可能

ゼロエナジー病室の概念図 
自然の光や風を取り込み、再
生可能エネルギーを使用し、
先端技術も取り入れ、病室の
ゼロエナジー化を目指す。

放射天井パネルの基本構成  
一台のベッドに対して、点検口を挟んで
600×1200の放射天井パネルが２枚使用される。

血液浄化センター
ベッド数25床で、平均4時間の人工透析治療を行う。

放射天井パネル 放射天井パネル点検口

特別個室
最上階にある19室の個室は3タイプ（写真は最上
級の病室）。 最上級の病室には、ベッドの部屋の他、
浴室や居間なども併設されている。
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配水池の配水流量計室に採用された
大型レジコン弁室

配水池の配水流量計室に採用された
大型レジコン弁室

八
戸
の
蟹
沢
配
水
池
の

更
新
工
事

　
青
森
県
八
戸
市
の
南
東
部
に
位
置

す
る
蟹
沢
配
水
池
は
、八
戸
市
内
の

新
井
田
、類
家
、吹
上
、湊
地
区
に
飲

料
水
を
供
給
す
る
重
要
な
配
水
池
の

一つ
。そ
の
水
源
で
あ
る
蟹
沢
湧
水
は
、

階
上
岳
山
麓
の
降
水
が
浸
透
し
た
湧

水
で
、地
元
の
市
民
か
ら「
が
ん
じ
ゃ

の
水
」と
呼
ば
れ
る
名
水
で
あ
る
。

　
こ
の
蟹
沢
配
水
池
で
、平
成
26
年
3
月
か
ら
施

設
の
更
新
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。工
事
の
概
要

は
、昭
和
30
年
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
老
朽
化
し

た
R
C
タ
ン
ク
を
撤
去
し
、新
た
に
P
C
タ
ン
ク

を
築
造
す
る
。こ
れ
に
伴
っ
て
、新
し
く
加
圧
ポ
ン

プ
室
を
作
り
、敷
地
内
の
送
水
管
・
配
水
管
・
排

水
管
路
を
耐
震
化
を
含
め
た
更
新
・
新
設
す
る
。

そ
の
配
水
管
の
流
量
計
を
格
納
す
る
弁
室
と
し

て
、ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室
が
採
用
さ
れ
た
。

配
水
流
量
計
室
に
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の

ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室

　
レ
ジ
コ
ン
弁
室
と
は
、砂
・
砕
石
な
ど
の
骨
材

を
合
成
樹
脂
で
固
め
て
成
形
し
た
も
の
。従
来
の

現
場
打
設
の
セ
メ
ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
に
比
べ

て
、レ
ジ
コ
ン
弁
室
は
強
度
的
に
優
れ
る
た
め
に
、

軽
量
で
小
型
化
が
可
能
。ま
た
、プ
レ
ハ
ブ
化
に

よ
る
築
造
の
た
め
工
期
が
短
縮
で
き
る
こ
と
と
、

品
質
を
安
定
さ
せ
や
す
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。近
年
、水
道
分
野
で
は
流
量
計
、減
圧
弁
、

遮
断
弁
な
ど
の
弁
室
に
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
、使
用
さ
れ
た
ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室

は
、口
径
φ
7
0
0
の
流
量
計
が
格
納
さ
れ
る
だ

け
あ
っ
て
、ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室
の
最
大
級

の
も
の
。外
形
は
長
さ
約
6
m
、幅
約
2
・
6
m
、

高
さ
約
2
・
3
m
で
重
量
が
22
・
5
ト
ン
も
あ
る
。

弁
室
は
二
分
割
さ
れ
、下
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
後
、

配
管
を
し
て
上
部
ブ
ロ
ッ
ク
を
接
着
接
合
す
る
。

人
孔
は
φ
9
0
0
と
φ
1
2
0
0
の
２
つ
で
、小

さ
い
人
孔
は
作
業
員
の
出
入
り
で
、大
き
い
人
孔

は
流
量
計
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
ト
ラ
ブ
ル
の
際
、

分
解
・
取
り
出
し
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。 

ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室
で
工
期
短
縮

　
ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室
が
採
用
に
な
っ
た
大

き
な
理
由
と
し
て
、八
戸
市
と
そ
の
周
辺
の
水
道

事
業
を
管
轄
す
る
八
戸
圏
域
水
道
企
業
団
、浄
水

課
の
三
浦
雄
弥
さ
ん
は
、工
期
短
縮
を
あ
げ
た
。

「
流
量
計
室
の
近
く
に
は
、加
圧
ポ
ン
プ
室
を
新
築

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
の
工
事
を
円
滑
に
行
う

た
め
に
も
、早
期
に
流
量
計
室
の
工
事
を
終
わ
ら

せ
る
必
要
が
あ
り
、ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室
を

採
用
し
ま
し
た
。ま
た
、今
回
の
よ
う
に
２
つ
の
人

孔
が
あ
っ
て
も
、F
E
M
解
析
で
強
度
計
算
が
素

早
く
で
き
て
し
ま
う
の
も
ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁

室
の
強
み
で
あ
る
」と
語
っ
た
。 

　
実
際
の
工
事
で
は
、掘
削
か
ら
下
部
ブ
ロ
ッ
ク

の
設
置
、配
管
、上
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
、人
孔
の

設
置
、管
材
貫
通
部
の
仕
上
げ
ま
で
10
日
ほ
ど
で

完
了
し
た
。現
場
を
指
揮
し
た
株
式
会
社
安
部
日

鋼
工
業
、東
北
支
店
、工
事
部
工
事
課
の
三
浦
勝

則
さ
ん
に
よ
る
と
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作
っ
た
場

合
、１
月
ほ
ど
の
作
業
に
な
る
と
言
う
。と
く
に

ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室
は
、弁
室
の
周
り
に
足

場
な
ど
が
必
要
な
い
の
で
掘
削
幅
を
短
く
で
き
、

掘
削
量
が
少
な
く
て
す
む
こ
と
が
施
工
上
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。ま
た
、施
工
は
ブ
ロ

ッ
ク
の
つ
な
ぎ
目
を
接
着
す
る
だ
け
な
の
で
、熟

練
工
を
必
要
と
し
な
い
。こ
れ
も
復
興
工
事
が
多

い
東
北
で
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
の
こ
と
だ
。

　
平
成
26
年
末
の
段
階
で
、ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン

弁
室
に
よ
る
流
量
計
室
や
加
圧
ポ
ン
プ
室
の
工

事
が
終
了
し
て
い
る
。平
成
27
年
よ
り
既
設
の

R
C
タ
ン
ク
を
撤
去
し
、新
し
い
P
C
タ
ン
ク
の

築
造
が
始
ま
る
。工
事
は
平
成
28
年
3
月
に
終
わ

る
予
定
だ
。水
の
容
量
は
災
害
時
な
ど
の
こ
と
も

考
慮
し
て
、現
在
の
8
千
3
百
㎥
か
ら
１
万
㎥
へ

と
ア
ッ
プ
す
る
。ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室
も
新

た
に
加
わ
っ
た
新
し
い
蟹
沢
配
水
池
の
完
成
が
待

ち
遠
し
い
。

は
し
か
み
だ
け

流量計室のようす（平成26年12月撮影） 
流量計室の鋳鉄蓋が見えている。 後の白い建物が
既設のRCタンクで撤去される。

①下部ブロック設置と配管
砕石上にコンクリートで基礎を作り、40ｔのラフ
ターで下部ブロック設置後、流量計の配管を行う。

④調整リング設置（接着） 
人孔の高さを調整する調整リング（各2種類）
を接合材で接着する。

⑤設置完了 
この後、調整リングの上に調整モルタルを施
工、および管路受口をコンクリート補強する。 

②接合剤塗布 
上部ブロックとの接合のために専用の接合剤
を下部ブロックに塗布する。 

③上部ブロック据え付け 
40tのラフターで上部ブロックを設置する。

VBシリーズ

製品案内

軽量・コンパクトでスピーディーな施工を実現！

＜レジンコンクリート製プレハブ弁室・大型メーターボックス＞

VB／MBシリーズの主な特長
■品質・性能が安定
■工期短縮・スピード施工
■狭い場所への設置が可能
■ニーズに応じた製品設計が可能
■優れた耐食性・凍結融解性
■基礎工の簡略化が可能
■優れたトータルコスト
●輪荷重T＝25に適合 MBシリーズ

上部着脱タイプ 既設管割込みタイプ 出入口2箇所タイプ 出入口角型タイプ

 ケーシーレジコン弁室

ケーシーレジコン弁室の寸法 

■ケーシーレジコン弁室設置手順 

新設※
PC タンク
5000 ㎥

新設　
RC 加圧ポンプ室

新設
配水流量計弁室

既設
PC タンク
5000 ㎥

配水管路
送水管路

排水管路

市内に
水を供給

蟹沢浄水場
から

蟹沢配水池概略

※既設のRCタンク3300㎥を撤去した後に築造。

（ ）ケーシー
レジコン弁室
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配水池の配水流量計室に採用された
大型レジコン弁室

八
戸
の
蟹
沢
配
水
池
の

更
新
工
事

　
青
森
県
八
戸
市
の
南
東
部
に
位
置

す
る
蟹
沢
配
水
池
は
、八
戸
市
内
の

新
井
田
、類
家
、吹
上
、湊
地
区
に
飲

料
水
を
供
給
す
る
重
要
な
配
水
池
の

一つ
。そ
の
水
源
で
あ
る
蟹
沢
湧
水
は
、

階
上
岳
山
麓
の
降
水
が
浸
透
し
た
湧

水
で
、地
元
の
市
民
か
ら「
が
ん
じ
ゃ

の
水
」と
呼
ば
れ
る
名
水
で
あ
る
。

　
こ
の
蟹
沢
配
水
池
で
、平
成
26
年
3
月
か
ら
施

設
の
更
新
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。工
事
の
概
要

は
、昭
和
30
年
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
老
朽
化
し

た
R
C
タ
ン
ク
を
撤
去
し
、新
た
に
P
C
タ
ン
ク

を
築
造
す
る
。こ
れ
に
伴
っ
て
、新
し
く
加
圧
ポ
ン

プ
室
を
作
り
、敷
地
内
の
送
水
管
・
配
水
管
・
排

水
管
路
を
耐
震
化
を
含
め
た
更
新
・
新
設
す
る
。

そ
の
配
水
管
の
流
量
計
を
格
納
す
る
弁
室
と
し

て
、ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室
が
採
用
さ
れ
た
。

配
水
流
量
計
室
に
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の

ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室

　
レ
ジ
コ
ン
弁
室
と
は
、砂
・
砕
石
な
ど
の
骨
材

を
合
成
樹
脂
で
固
め
て
成
形
し
た
も
の
。従
来
の

現
場
打
設
の
セ
メ
ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
に
比
べ

て
、レ
ジ
コ
ン
弁
室
は
強
度
的
に
優
れ
る
た
め
に
、

軽
量
で
小
型
化
が
可
能
。ま
た
、プ
レ
ハ
ブ
化
に

よ
る
築
造
の
た
め
工
期
が
短
縮
で
き
る
こ
と
と
、

品
質
を
安
定
さ
せ
や
す
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。近
年
、水
道
分
野
で
は
流
量
計
、減
圧
弁
、

遮
断
弁
な
ど
の
弁
室
に
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
、使
用
さ
れ
た
ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室

は
、口
径
φ
7
0
0
の
流
量
計
が
格
納
さ
れ
る
だ

け
あ
っ
て
、ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室
の
最
大
級

の
も
の
。外
形
は
長
さ
約
6
m
、幅
約
2
・
6
m
、

高
さ
約
2
・
3
m
で
重
量
が
22
・
5
ト
ン
も
あ
る
。

弁
室
は
二
分
割
さ
れ
、下
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
後
、

配
管
を
し
て
上
部
ブ
ロ
ッ
ク
を
接
着
接
合
す
る
。

人
孔
は
φ
9
0
0
と
φ
1
2
0
0
の
２
つ
で
、小

さ
い
人
孔
は
作
業
員
の
出
入
り
で
、大
き
い
人
孔

は
流
量
計
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
ト
ラ
ブ
ル
の
際
、

分
解
・
取
り
出
し
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。 

ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室
で
工
期
短
縮

　
ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室
が
採
用
に
な
っ
た
大

き
な
理
由
と
し
て
、八
戸
市
と
そ
の
周
辺
の
水
道

事
業
を
管
轄
す
る
八
戸
圏
域
水
道
企
業
団
、浄
水

課
の
三
浦
雄
弥
さ
ん
は
、工
期
短
縮
を
あ
げ
た
。

「
流
量
計
室
の
近
く
に
は
、加
圧
ポ
ン
プ
室
を
新
築

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
の
工
事
を
円
滑
に
行
う

た
め
に
も
、早
期
に
流
量
計
室
の
工
事
を
終
わ
ら

せ
る
必
要
が
あ
り
、ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室
を

採
用
し
ま
し
た
。ま
た
、今
回
の
よ
う
に
２
つ
の
人

孔
が
あ
っ
て
も
、F
E
M
解
析
で
強
度
計
算
が
素

早
く
で
き
て
し
ま
う
の
も
ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁

室
の
強
み
で
あ
る
」と
語
っ
た
。 

　
実
際
の
工
事
で
は
、掘
削
か
ら
下
部
ブ
ロ
ッ
ク

の
設
置
、配
管
、上
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
、人
孔
の

設
置
、管
材
貫
通
部
の
仕
上
げ
ま
で
10
日
ほ
ど
で

完
了
し
た
。現
場
を
指
揮
し
た
株
式
会
社
安
部
日

鋼
工
業
、東
北
支
店
、工
事
部
工
事
課
の
三
浦
勝

則
さ
ん
に
よ
る
と
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作
っ
た
場

合
、１
月
ほ
ど
の
作
業
に
な
る
と
言
う
。と
く
に

ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室
は
、弁
室
の
周
り
に
足

場
な
ど
が
必
要
な
い
の
で
掘
削
幅
を
短
く
で
き
、

掘
削
量
が
少
な
く
て
す
む
こ
と
が
施
工
上
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。ま
た
、施
工
は
ブ
ロ

ッ
ク
の
つ
な
ぎ
目
を
接
着
す
る
だ
け
な
の
で
、熟

練
工
を
必
要
と
し
な
い
。こ
れ
も
復
興
工
事
が
多

い
東
北
で
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
の
こ
と
だ
。

　
平
成
26
年
末
の
段
階
で
、ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン

弁
室
に
よ
る
流
量
計
室
や
加
圧
ポ
ン
プ
室
の
工

事
が
終
了
し
て
い
る
。平
成
27
年
よ
り
既
設
の

R
C
タ
ン
ク
を
撤
去
し
、新
し
い
P
C
タ
ン
ク
の

築
造
が
始
ま
る
。工
事
は
平
成
28
年
3
月
に
終
わ

る
予
定
だ
。水
の
容
量
は
災
害
時
な
ど
の
こ
と
も

考
慮
し
て
、現
在
の
8
千
3
百
㎥
か
ら
１
万
㎥
へ

と
ア
ッ
プ
す
る
。ケ
ー
シ
ー
レ
ジ
コ
ン
弁
室
も
新

た
に
加
わ
っ
た
新
し
い
蟹
沢
配
水
池
の
完
成
が
待

ち
遠
し
い
。

は
し
か
み
だ
け

流量計室のようす（平成26年12月撮影） 
流量計室の鋳鉄蓋が見えている。 後の白い建物が
既設のRCタンクで撤去される。

①下部ブロック設置と配管
砕石上にコンクリートで基礎を作り、40ｔのラフ
ターで下部ブロック設置後、流量計の配管を行う。

④調整リング設置（接着） 
人孔の高さを調整する調整リング（各2種類）
を接合材で接着する。

⑤設置完了 
この後、調整リングの上に調整モルタルを施
工、および管路受口をコンクリート補強する。 

②接合剤塗布 
上部ブロックとの接合のために専用の接合剤
を下部ブロックに塗布する。 

③上部ブロック据え付け 
40tのラフターで上部ブロックを設置する。

VBシリーズ

製品案内

軽量・コンパクトでスピーディーな施工を実現！

＜レジンコンクリート製プレハブ弁室・大型メーターボックス＞

VB／MBシリーズの主な特長
■品質・性能が安定
■工期短縮・スピード施工
■狭い場所への設置が可能
■ニーズに応じた製品設計が可能
■優れた耐食性・凍結融解性
■基礎工の簡略化が可能
■優れたトータルコスト
●輪荷重T＝25に適合 MBシリーズ

上部着脱タイプ 既設管割込みタイプ 出入口2箇所タイプ 出入口角型タイプ

 ケーシーレジコン弁室

ケーシーレジコン弁室の寸法 

■ケーシーレジコン弁室設置手順 

新設※
PC タンク
5000 ㎥

新設　
RC 加圧ポンプ室

新設
配水流量計弁室

既設
PC タンク
5000 ㎥

配水管路
送水管路

排水管路

市内に
水を供給

蟹沢浄水場
から

蟹沢配水池概略

※既設のRCタンク3300㎥を撤去した後に築造。

（ ）ケーシー
レジコン弁室
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鋳鉄製トイレ蓋（和洋兼用） 
北勢工業株式会社製　 マンションの駐車場や裏庭に設置される

マンホールトイレ

※注：東京都地域防災計画資料並びに総務省仮設トイレ資料に準拠

全
国
で
採
用
が
広
が
る

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

　
2
0
1
1
年
に
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
、国
や
自
治
体
、

そ
れ
に
関
連
団
体
か
ら
当
時

の
問
題
や
、さ
ま
ざ
な
防
災
・

減
災
の
提
案
が
出
て
き
て
い

ま
す
。避
難
所
の
ト
イ
レ
に
関

し
て
も
、こ
れ
ま
で
の
震
災
と

同
様
、多
く
の
問
題
点
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。例
え
ば

各
自
治
体
が
、地
震
発

生
後
に
仮
設
ト
イ
レ

を
発
注
し
て
も
、配
送

す
る
交
通
手
段
の
混

乱
な
ど
で
、仮
設
ト
イ

レ
が
行
き
渡
る
ま
で

に
か
な
り
の
日
数
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、ト
イ
レ
不
足
や

衛
生
上
の
問
題
か
ら
、

ト
イ
レ
に
行
く
の
控

え
た
た
め
に
水
分
摂

取
量
を
控
え
、脱
水
症

状
や
エ
コ
ノ
ミ
ー
症

候
群
の
発
症
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
仮
設

ト
イ
レ
の
問
題
で
多

く
の
自
治
体
が
苦
労

さ
れ
る
中
、宮
城
県
東

松
島
市
は
、震
災
前
に
避
難
所
に
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ（
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
シ
ス
テ
ム
）を

設
置
し
、約
２
ヶ
月
に
及
ぶ
避
難
所
で
の
生
活

を
支
援
さ
れ
ま
し
た
。震
災
後
は
、各
方
面
で

同
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
活
用
が
取
り

あ
げ
ら
れ
、大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
は
、東
日
本
大

震
災
以
前
で
は
、主
に
東
京
都
、大
阪
市
、神
戸

市
、名
古
屋
市
な
ど
都
市
に
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、東
日
本
大
震
災
以
後
、こ
の
東
松
島
市

で
の
活
用
が
評
価
さ
れ
、全
国
的
に
広
ま
っ
て

き
ま
し
た
。ま
た
、国
や
都
道
府
県
か
ら
も
震

災
対
策
向
け
補
助
金
が
交
付
さ
れ
、マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
の
設
置
拡
大
の
一
助
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
種
類
に
は
、下
水
道

本
管
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
上
に
テ
ン
ト
や
便
座

を
設
置
す
る「
本
管
直
結
式
」、下
水
道
本
管
に

直
結
す
る
下
水
道
管
に
等
間
隔
に
マ
ン
ホ
ー

ル
を
設
置
し
、そ
の
上
に
テ
ン
ト
や
便
座
を
設

置
す
る「
流

下
式
」、こ
の

流
下
式
の
汚

水
ま
す
に
貯

留
弁
な
ど
を

設
け
た「
貯

留
式
」が
あ

り
ま
す
が
、

流
下
式
や
貯

留
式
が
避
難

所
と
な
る
学

校
や
公
園
等

に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

全国で設置が増えるマンホールトイレ

全国で設置が増えるマンホールトイレ 
～震災時のトイレ問題を軽減する～

マ
ン
シ
ョ
ン
で
設
置
が
増
加
す
る

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
が
増
え
て
い
る
の
は
、

各
自
治
体
の
避
難
所
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
。近
年

で
は
、マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
独
自
に
設
置
さ
れ
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。設
置
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、

防
災
対
策
の
設
備
が
マ
ン
シ
ョ
ン
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
大
き
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

い
く
ら
耐
震
設
計
に
優
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
、水

道
や
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
使
え
な
く
な
る

と
、不
便
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。そ
の
た
め
、マ
ン
シ
ョ
ン
の
開
発
業
者
が
、生
活

用
水
生
成
シ
ス
テ
ム
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な
ど
、防

災
設
備
を
充
実
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
大
阪
市
で
は
、防
災
性
の
向
上
と
災
害
に
強
い

良
質
な
マ
ン
シ
ョ
ン
の
整
備
を
誘
導
す
る
た
め
、「
大

阪
市
防
災
力
強
化
マ
ン
シ
ョ
ン
認
定
制
度
」が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。認
定
基
準
を
満
た
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン

に
対
し
て「
防
災
力
強
化
マ
ン
シ
ョ
ン
」と
し

て
認
定
し
、住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
を
引
き
下

げ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
て
い
ま
す
。そ

の
基
準
の
中
に「
し
尿
処
理
」と
し
て
、ト
イ

レ
用
マ
ン
ホ
ー
ル
及
び
ト
イ
レ
キ
ッ
ト
の
設
置

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
を
条

例
化
す
る
自
治
体
も
出
て
き
て
い
ま
す
。東

京
都
墨
田
区
で
は
、住
宅
戸
数
百
戸
以
上

の
新
築
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
を
手
が
け
る
建

設
業
者
に
、災
害
対
策
と
し
て
飲
料
水
や

食
料
の
備
蓄
と
と
も
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
設
置
を
義
務
づ
け
ま
し
た
。墨
田
区
以

外
の
都
内
で
も
条
例
化
の
流
れ
が
広
が
っ

て
お
り
、今
後
は
そ
の
他
の
都
市
部
に
波
及

す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
以
降
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

避
難
所
等
に
下
水
道
直
結
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
と
、震
災

発
生
時
に
ト
イ
レ
不
足
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。設
置
場
所
は
、

避
難
所
に
限
ら
ず
一
般
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
設
置
が
増
え
て
い
ま
す
。 

東京都荒川区「西尾久三丁目防災広場」に設置されたマンホールトイレ 

東日本大震災で仮設トイレが
被災自治体に行き渡った日数

調査：名古屋大学エコトピア科学研究所
協力：日本トイレ研究所

3日間以内
34%

4～7日
17％

8～14日
28％

1月以上
14％

15～30日
7%

回答：29自治体

（出典）東日本大震災３・１１のトイレ特定
　　  非営利活動法人日本トイレ研究所

マンホールトイレの種類
本管直結式 流下式 貯留式

参
考
資
料

大
阪
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
大
阪
市
防
災
力
強
化
マ
ン
シ
ョ
ン
認
定
制
度
」

コンクリートと比較して、
①吸水しないため、防水処理が不要
②強度がコンクリートの
　３～６倍と高く、しかも軽量
③貯留槽内は、配管済みで
　あり、設置当日に供用開始
　可能

レジンコンクリート製貯留槽のメリットレジンコンクリート製貯留槽のメリット

2300×1300×1500

長さ×幅×高さ (mm) 重量 (kg) 貯留量 (m3)

3,355 3.3

レジンコンクリート製貯留槽の仕様

災害用トイレ（マンホールトイレ）を設置しても、下水道本管が
被災すると使用できなくなります。そんな心配を解消するた
め、クボタシーアイは、し尿を貯めておける「直結貯留式」を開
発。公共ますと災害用トイレの間に、レジンコンクリート製貯留
槽を配置することで、下水道管が被災しても、し尿が貯留でき
ます。また、バキューム車の到着が遅れ、貯留量を超えても
オーバーフローにて使用を継続することができます。

貯留＆下水道流下の２方式がその場で選択可能な災害トイレ配管システム

洋式トイレ椅子

貯水槽
テント

汚水

公共ます

下水道本管

配管イメージ

①下水道本管直結と貯留の選択が可能
②３日貯留（※注）が可能
③許容量を超えた場合は、オーバーフローで使用継続可能
④貯留への切り替えは、地上部から操作が可能
⑤下水道本管起点部（土被り１．２m）への接続が可能

システムのメリット

レジンコンクリート製
貯留槽

製品案内 直結貯留式  災害用トイレ配管システム（3日貯留（※注）が可能）

道路上など、下水道本管が接続しているマ
ンホールの上にテント等を建て、便座を設
置する。
し尿を洗浄する水を確保する必要はない
が、管路に汚水が流れていないと滞留する
可能性もある。

下水道本管に排水管を接続。複数のマン
ホールを設置し、その上にテント等を建て、
便座を設置する。定期的に、排水管上流か
らし尿を流す洗浄水が必要。排水管並び
に下水道本管を耐震化する必要がある。

基本的に流下式と同様であるが、排水管
下流のマンホールまたは汚水ますに貯留
弁を設け、排水管全体を貯留槽として使用
する。排水管に洗浄水を貯め、定期的に貯
留弁を開放してし尿を流す。

マンホールトイレ マンホールトイレ マンホールトイレ

テント等 テント
等

テント
等

下水道
本管

便座

マンホール

便座
汚水ます

排水管
下水道

本管

洗浄水

便座 マンホール
または汚水ます

排水管（貯留部）
下水道

本管

洗浄水

型式

内

　容

概
念
図

マンホールトイレ※を避難所に
設置している都道府県（概略）

※流下型、貯留型のマンホールトイレ
※平成26年11月時点弊社調査

参考資料：下水道ＢＣＰ策定マニュアル～第２版～（国土交通省水管理・国土保全局下水道部）
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鋳鉄製トイレ蓋（和洋兼用） 
北勢工業株式会社製　 マンションの駐車場や裏庭に設置される

マンホールトイレ

※注：東京都地域防災計画資料並びに総務省仮設トイレ資料に準拠

全
国
で
採
用
が
広
が
る

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

　
2
0
1
1
年
に
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
、国
や
自
治
体
、

そ
れ
に
関
連
団
体
か
ら
当
時

の
問
題
や
、さ
ま
ざ
な
防
災
・

減
災
の
提
案
が
出
て
き
て
い

ま
す
。避
難
所
の
ト
イ
レ
に
関

し
て
も
、こ
れ
ま
で
の
震
災
と

同
様
、多
く
の
問
題
点
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。例
え
ば

各
自
治
体
が
、地
震
発

生
後
に
仮
設
ト
イ
レ

を
発
注
し
て
も
、配
送

す
る
交
通
手
段
の
混

乱
な
ど
で
、仮
設
ト
イ

レ
が
行
き
渡
る
ま
で

に
か
な
り
の
日
数
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、ト
イ
レ
不
足
や

衛
生
上
の
問
題
か
ら
、

ト
イ
レ
に
行
く
の
控

え
た
た
め
に
水
分
摂

取
量
を
控
え
、脱
水
症

状
や
エ
コ
ノ
ミ
ー
症

候
群
の
発
症
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
仮
設

ト
イ
レ
の
問
題
で
多

く
の
自
治
体
が
苦
労

さ
れ
る
中
、宮
城
県
東

松
島
市
は
、震
災
前
に
避
難
所
に
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ（
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
シ
ス
テ
ム
）を

設
置
し
、約
２
ヶ
月
に
及
ぶ
避
難
所
で
の
生
活

を
支
援
さ
れ
ま
し
た
。震
災
後
は
、各
方
面
で

同
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
活
用
が
取
り

あ
げ
ら
れ
、大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
は
、東
日
本
大

震
災
以
前
で
は
、主
に
東
京
都
、大
阪
市
、神
戸

市
、名
古
屋
市
な
ど
都
市
に
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、東
日
本
大
震
災
以
後
、こ
の
東
松
島
市

で
の
活
用
が
評
価
さ
れ
、全
国
的
に
広
ま
っ
て

き
ま
し
た
。ま
た
、国
や
都
道
府
県
か
ら
も
震

災
対
策
向
け
補
助
金
が
交
付
さ
れ
、マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
の
設
置
拡
大
の
一
助
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
種
類
に
は
、下
水
道

本
管
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
上
に
テ
ン
ト
や
便
座

を
設
置
す
る「
本
管
直
結
式
」、下
水
道
本
管
に

直
結
す
る
下
水
道
管
に
等
間
隔
に
マ
ン
ホ
ー

ル
を
設
置
し
、そ
の
上
に
テ
ン
ト
や
便
座
を
設

置
す
る「
流

下
式
」、こ
の

流
下
式
の
汚

水
ま
す
に
貯

留
弁
な
ど
を

設
け
た「
貯

留
式
」が
あ

り
ま
す
が
、

流
下
式
や
貯

留
式
が
避
難

所
と
な
る
学

校
や
公
園
等

に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

全国で設置が増えるマンホールトイレ

全国で設置が増えるマンホールトイレ 
～震災時のトイレ問題を軽減する～

マ
ン
シ
ョ
ン
で
設
置
が
増
加
す
る

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
が
増
え
て
い
る
の
は
、

各
自
治
体
の
避
難
所
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
。近
年

で
は
、マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
独
自
に
設
置
さ
れ
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。設
置
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、

防
災
対
策
の
設
備
が
マ
ン
シ
ョ
ン
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
大
き
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

い
く
ら
耐
震
設
計
に
優
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
、水

道
や
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
使
え
な
く
な
る

と
、不
便
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。そ
の
た
め
、マ
ン
シ
ョ
ン
の
開
発
業
者
が
、生
活

用
水
生
成
シ
ス
テ
ム
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な
ど
、防

災
設
備
を
充
実
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
大
阪
市
で
は
、防
災
性
の
向
上
と
災
害
に
強
い

良
質
な
マ
ン
シ
ョ
ン
の
整
備
を
誘
導
す
る
た
め
、「
大

阪
市
防
災
力
強
化
マ
ン
シ
ョ
ン
認
定
制
度
」が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。認
定
基
準
を
満
た
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン

に
対
し
て「
防
災
力
強
化
マ
ン
シ
ョ
ン
」と
し

て
認
定
し
、住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
を
引
き
下

げ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
て
い
ま
す
。そ

の
基
準
の
中
に「
し
尿
処
理
」と
し
て
、ト
イ

レ
用
マ
ン
ホ
ー
ル
及
び
ト
イ
レ
キ
ッ
ト
の
設
置

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
を
条

例
化
す
る
自
治
体
も
出
て
き
て
い
ま
す
。東

京
都
墨
田
区
で
は
、住
宅
戸
数
百
戸
以
上

の
新
築
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
を
手
が
け
る
建

設
業
者
に
、災
害
対
策
と
し
て
飲
料
水
や

食
料
の
備
蓄
と
と
も
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
設
置
を
義
務
づ
け
ま
し
た
。墨
田
区
以

外
の
都
内
で
も
条
例
化
の
流
れ
が
広
が
っ

て
お
り
、今
後
は
そ
の
他
の
都
市
部
に
波
及

す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
以
降
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

避
難
所
等
に
下
水
道
直
結
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
と
、震
災

発
生
時
に
ト
イ
レ
不
足
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。設
置
場
所
は
、

避
難
所
に
限
ら
ず
一
般
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
設
置
が
増
え
て
い
ま
す
。 

東京都荒川区「西尾久三丁目防災広場」に設置されたマンホールトイレ 

東日本大震災で仮設トイレが
被災自治体に行き渡った日数

調査：名古屋大学エコトピア科学研究所
協力：日本トイレ研究所

3日間以内
34%

4～7日
17％

8～14日
28％

1月以上
14％

15～30日
7%

回答：29自治体

（出典）東日本大震災３・１１のトイレ特定
　　  非営利活動法人日本トイレ研究所

マンホールトイレの種類
本管直結式 流下式 貯留式

参
考
資
料

大
阪
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
大
阪
市
防
災
力
強
化
マ
ン
シ
ョ
ン
認
定
制
度
」

コンクリートと比較して、
①吸水しないため、防水処理が不要
②強度がコンクリートの
　３～６倍と高く、しかも軽量
③貯留槽内は、配管済みで
　あり、設置当日に供用開始
　可能

レジンコンクリート製貯留槽のメリットレジンコンクリート製貯留槽のメリット

2300×1300×1500

長さ×幅×高さ (mm) 重量 (kg) 貯留量 (m3)

3,355 3.3

レジンコンクリート製貯留槽の仕様

災害用トイレ（マンホールトイレ）を設置しても、下水道本管が
被災すると使用できなくなります。そんな心配を解消するた
め、クボタシーアイは、し尿を貯めておける「直結貯留式」を開
発。公共ますと災害用トイレの間に、レジンコンクリート製貯留
槽を配置することで、下水道管が被災しても、し尿が貯留でき
ます。また、バキューム車の到着が遅れ、貯留量を超えても
オーバーフローにて使用を継続することができます。

貯留＆下水道流下の２方式がその場で選択可能な災害トイレ配管システム

洋式トイレ椅子

貯水槽
テント

汚水

公共ます

下水道本管

配管イメージ

①下水道本管直結と貯留の選択が可能
②３日貯留（※注）が可能
③許容量を超えた場合は、オーバーフローで使用継続可能
④貯留への切り替えは、地上部から操作が可能
⑤下水道本管起点部（土被り１．２m）への接続が可能

システムのメリット

レジンコンクリート製
貯留槽

製品案内 直結貯留式  災害用トイレ配管システム（3日貯留（※注）が可能）

道路上など、下水道本管が接続しているマ
ンホールの上にテント等を建て、便座を設
置する。
し尿を洗浄する水を確保する必要はない
が、管路に汚水が流れていないと滞留する
可能性もある。

下水道本管に排水管を接続。複数のマン
ホールを設置し、その上にテント等を建て、
便座を設置する。定期的に、排水管上流か
らし尿を流す洗浄水が必要。排水管並び
に下水道本管を耐震化する必要がある。

基本的に流下式と同様であるが、排水管
下流のマンホールまたは汚水ますに貯留
弁を設け、排水管全体を貯留槽として使用
する。排水管に洗浄水を貯め、定期的に貯
留弁を開放してし尿を流す。

マンホールトイレ マンホールトイレ マンホールトイレ

テント等 テント
等

テント
等

下水道
本管

便座

マンホール

便座
汚水ます

排水管
下水道

本管

洗浄水

便座 マンホール
または汚水ます

排水管（貯留部）
下水道

本管

洗浄水

型式

内

　容

概
念
図

マンホールトイレ※を避難所に
設置している都道府県（概略）

※流下型、貯留型のマンホールトイレ
※平成26年11月時点弊社調査

参考資料：下水道ＢＣＰ策定マニュアル～第２版～（国土交通省水管理・国土保全局下水道部）

は設置 　　   は未設置
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レポート

愛知県岩倉市
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株式会社垣見設計事務所 
第一設計室室長
石黒照邦さん

伊藤水道工業株式会社 
監理部
鈴木貴大さん

直
結
貯
留
式
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

　
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、多
く
の
震

災
で
問
題
と
な
っ
た
ト
イ
レ
不
足
に
対

応
す
る
た
め
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設

置
が
大
都
市
か
ら
地
方
都
市
へ
と
広
が

っ
て
い
る
。マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
と
は
、下

水
道
管
路
に
ト
イ
レ
管
路
を
直
結
し
、

鉄
蓋
を
開
く
と
す
ぐ
に
ト
イ
レ
と
し
て

使
え
る
と
い
う
も
の
。し
か
し
、そ
の
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
に
も
盲
点
が
あ
る
。そ

れ
は
、下
水
道
施
設
や
管
路
が
被
災
す

る
と
、ど
こ
か
に
し
尿
を
貯
め
て
、吸
引

し
な
け
れ
ば
継
続
使
用
が
で
き
な
い
こ

と
。残
念
な
が
ら
我
が
国
の
下
水
道
施

設
や
管
路
は
、ま
だ
ま
だ
耐
震
化
さ
れ

て
い
な
い
施
設
が
多
く
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を

設
置
し
て
も
、最
悪
使
用
で
き
な
い
と
い
う
状
態

も
考
え
ら
れ
る
。

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
、下
水
道
管
路
が
被
災
し

て
も
独
立
し
て
使
用
で
き
る
直
結
貯
留
式
の
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
開
発
。マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
下

流
側
に
レ
ジ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
、し
尿
を
貯
留
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。そ
ん

な
直
結
貯
留
式
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
が
設
置
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、愛
知
県
岩
倉
市
に
向
か
っ
た
。

 
　
岩
倉
市
は
、名
古
屋
市
の
北
西
部
、名
鉄
で
名

古
屋
か
ら
15
分
程
度
と
交
通
の
便
が
良
い
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
。同
市
で
は
、平
成
16
年
か
ら
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
を
行
っ
て
い
る
。設
置
を
計

画
し
て
い
る
岩
倉
市
総
務
部
危
機
管
理
課
の
宇

佐
見
信
仁
さ
ん
に
よ
る
と
、設
置
場
所
は
、防
災

拠
点
と
な
る
市
内
の
小
中
学
校
で
あ
り
、下
水

道
の
整
備
が
終
わ
っ
た
地
区
か
ら
順
に
設
置
を

進
め
て
い
る
と
の
こ
と
。下
水
道
整
備
は
、五
条

川
の
東
側
で
は
終
了
し
て
お
り
、五
条
川
の
西
側

の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
、３
カ
所

の
小
中
学
校
で
設
置
が
行
わ
れ
、今
回
工
事
が

行
わ
れ
た
岩
倉
中
学
校
で
４
か
所
目
と
な
る
。

 

小
口
径
シ
ス
テ
ム
で
浅
埋
管
路
に
対
応 

　
岩
倉
中
学
校
で
は
、運
動
場
の
片
隅
、プ
ー
ル

の
横
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
こ
と

が
計
画
さ
れ
た
。同
市
は
こ
れ
ま
で
３
カ
所
で
設

置
さ
れ
て
き
た
同
じ
シ
ス
テ
ム
の
採
用
を
計
画

し
て
い
た
が
、一つ
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。設
置

す
る
校
内
既
設
管
の
埋
設
深
さ
が
浅
い
た
め
、

従
来
の
大
口
径
配
管
を
敷
設
す
る
と
、50
㎝
の
盛

り
土
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、運
動
場
と
し
て

使
用
で
き
な
い
の
だ
。

　
そ
こ
で
検
討
さ
れ
た
の
が
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ

の
φ
1
5
0
リ
ブ
パ
イ
プ
を
使
用
し
た
直
結
貯

留
式
災
害
用
ト
イ
レ
配
管
シ
ス
テ
ム
。ま
だ
正
式

販
売
の
前
で
は
あ
っ
た
が
、問
題
解
決
の
た
め
ク

ボ
タ
シ
ー
ア
イ
が
提
案
を
行
っ
た
。設
計
を
担
当

さ
れ
た
、株
式
会
社
垣
見
設
計
事
務
所
の
石
黒
照

邦
さ
ん
は
、「
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
、管
路
は

き
れ
い
に
地
下
に
収
ま
る
。さ
ら
に
、し
尿
の
貯
留

用
タ
ン
ク
を
併
設
す
る
こ
と
で
、地
震
発
生
時
に

下
水
管
路
が
被
災
し
て
も
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
が

使
用
で
き
る
」。従
来
の
シ
ス
テ
ム
で
は
半
日
し
か

貯
留
で
き
な
か
っ
た
が
、こ
れ
に
よ
っ
て
２
〜
3

日
間（
貯
留
量
3.3
㎥
）の
使
用
が
可
能
に
な
り
、

実
用
性
も
高
ま
っ
た
。

　
ま
た
、し
尿
の
洗
浄
に
関
し
て
も
石
黒
さ
ん
は
、

「
従
来
の
方
式
で
は
、１
日
１
〜
２
回
、し
尿
を
貯

め
、大
量
の
水
で
流
す
。こ
れ
に
対
し
て
ク
ボ
タ
シ

ー
ア
イ
の
場
合
、ト
イ
レ
使
用
者
が
手
押
し
ポ
ン

プ
を
2
回
押
す
こ
と
に
よ
っ
て
水
を
貯
め
、２
時

間
ご
と
に
流
す
の
で
清
潔
で
、実
用
的
で
あ
る
」と

運
用
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
を
指
摘
し
た
。こ
れ
ら
従

来
の
方
式
よ
り
優
れ
た
長
所
を
プ
ラ
ス
し
て
、コ

ス
ト
も
同
等
程
度
に
収
ま
り
、採
用
が
決
ま
っ
た
。 

レ
ジ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
ボ
ッ
ク
ス
に

し
尿
を
貯
留

　
工
事
は
、貯
留
用
の
レ
ジ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

ボ
ッ
ク
ス（
以
下
レ
ジ
コ
ン
ボ
ッ
ク
ス
）を
設
置
す

る
た
め
、高
さ
2.7
m
の
掘
削
か
ら
始
ま
っ
た
。砕
石

の
上
に
セ
メ
ン
ト
で
基
礎
が
作
ら
れ
、そ
の
上
に
レ

ジ
コ
ン
ボ
ッ
ク
ス
が
ク
レ
ー
ン
で
慎
重
に
セ
ッ
ト
さ

れ
た
。次
は
、レ
ジ
コ
ン
ボ
ッ
ク
ス
内
に
プ
リ
セ
ッ
ト

さ
れ
た
配
管
と
校
内
の
既
設
管
と
の
接
続
。既
設

の
宅
地
ま
す
が
取
り
替
え
ら
れ
、や
り
と
り
継
手

を
使
っ
て
接
続
が
完
了
し
た
。続
い
て
、マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
の
設
置
用
に
80
㎝
ほ
ど
掘
削
し
、５
基
の

リ
ブ
付
き
小
型
マ
ン
ホ
ー
ル
と
リ
ブ
パ
イ
プ
の
配

管
が
行
わ
れ
た
。さ
ら
に
上
流
側
に
貯
水
槽
が
設

置
さ
れ
、各
リ
ブ
付
き
小
型
マ
ン
ホ
ー
ル
に
立
て

管
が
挿
入
さ
れ
た
。最
後
に
和
洋
式
兼
用
の
鋳
鉄

製
防
護
ふ
た
が
セ
ッ
ト
さ
れ
、一
連
の
工
事
は
わ
ず

か
3
日
で
終
了
し
た
。

　
工
事
を
監
督
し
た
伊
藤
水
道
工
業
株
式
会
社

監
理
部
の
鈴
木
貴
大
さ
ん
は
、「
既
設
管
と
の
接

続
や
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
配
管
部
な
ど
は
、

通
常
の
下
水
道
工
事
と
同
じ
で
あ
り
慣
れ
た
作

業
。掘
削
深
さ
も
浅
い
の
で
短
時
間
で
作
業
が
で

き
た
」と
工
事
の
感
想
を
語
っ
た
。

　
震
災
発
生
時
に
は
、下
水
道
施
設
や
管
路
の

被
災
状
況
を
調
べ
、問
題
な
け
れ
ば
、レ
ジ
コ
ン

ボ
ッ
ク
ス
内
の
管
路
を
使
っ
て
そ
の
ま
ま
下
水
道

本
管
へ
と
し
尿
を
流
す
。下
水
道
が
使
用
で
き
な

い
場
合
は
、ボ
ッ
ク
ス
内
の
蓋
を
取
っ
て
レ
ジ
コ
ン

ボ
ッ
ク
ス
内
に
貯
留
す
る
。

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
直
結
貯
留
式
災
害
用
ト

イ
レ
配
管
シ
ス
テ
ム
は
、小
口
径
管
路
で
既
設
管

路
の
埋
設
深
さ
に
関
係
な
く
設
置
で
き
る
。ま
た
、

十
分
な
貯
留
量
も
あ
り
、下
水
道
施
設
の
耐
震

化
が
進
ま
な
い
多
く
の
自
治
体
で
活
躍
で
き
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

プール

柔道場／剣道場

運動場

貯水槽

マンホールトイレ

レジンコンクリート製
ボックス

宅地ます

下水道本管が被災しても使用できる
マンホールトイレ

下水道本管が被災しても使用できる
マンホールトイレ

災害用トイレ鋳鉄蓋（和洋兼用）

貯水槽

ゲート弁

VU直管φ300

リブパイプφ150
リブ付き小型マンホール150-300

レジンコンクリート製ボックス
リブ用カラー150（やりとり配管対応）

勾配18‰

2,000 3,000 2,000 2,000

14,200

2,000 2,000 1,200

▽10.0基準点

テント

プールの水を
手押しポンプ
で供給

貯留式災害用トイレ配管システムのレイアウト

設置図（岩倉中学校）

土間コンクリート
砕石

レジンコンクリート製ボックスの埋設とマンホールトイレの配管部が完成

鋳鉄製蓋を開き、中蓋
を取れば即使用可能。

レジンコンクリート製ボックス
の据付完了。

レジンコンクリート製ボックスをクレーンで据付。

貯水槽の据付。 配管は滑剤を使ってスピーディー。

マンホールトイレの鋳鉄製蓋がセットされ工事終了。ボックス内の配管の様子。
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株式会社垣見設計事務所 
第一設計室室長
石黒照邦さん

伊藤水道工業株式会社 
監理部
鈴木貴大さん

直
結
貯
留
式
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

　
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、多
く
の
震

災
で
問
題
と
な
っ
た
ト
イ
レ
不
足
に
対

応
す
る
た
め
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設

置
が
大
都
市
か
ら
地
方
都
市
へ
と
広
が

っ
て
い
る
。マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
と
は
、下

水
道
管
路
に
ト
イ
レ
管
路
を
直
結
し
、

鉄
蓋
を
開
く
と
す
ぐ
に
ト
イ
レ
と
し
て

使
え
る
と
い
う
も
の
。し
か
し
、そ
の
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
に
も
盲
点
が
あ
る
。そ

れ
は
、下
水
道
施
設
や
管
路
が
被
災
す

る
と
、ど
こ
か
に
し
尿
を
貯
め
て
、吸
引

し
な
け
れ
ば
継
続
使
用
が
で
き
な
い
こ

と
。残
念
な
が
ら
我
が
国
の
下
水
道
施

設
や
管
路
は
、ま
だ
ま
だ
耐
震
化
さ
れ

て
い
な
い
施
設
が
多
く
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を

設
置
し
て
も
、最
悪
使
用
で
き
な
い
と
い
う
状
態

も
考
え
ら
れ
る
。

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
、下
水
道
管
路
が
被
災
し

て
も
独
立
し
て
使
用
で
き
る
直
結
貯
留
式
の
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
開
発
。マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
下

流
側
に
レ
ジ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
、し
尿
を
貯
留
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。そ
ん

な
直
結
貯
留
式
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
が
設
置
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、愛
知
県
岩
倉
市
に
向
か
っ
た
。

 

　
岩
倉
市
は
、名
古
屋
市
の
北
西
部
、名
鉄
で
名

古
屋
か
ら
15
分
程
度
と
交
通
の
便
が
良
い
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
。同
市
で
は
、平
成
16
年
か
ら
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
を
行
っ
て
い
る
。設
置
を
計

画
し
て
い
る
岩
倉
市
総
務
部
危
機
管
理
課
の
宇

佐
見
信
仁
さ
ん
に
よ
る
と
、設
置
場
所
は
、防
災

拠
点
と
な
る
市
内
の
小
中
学
校
で
あ
り
、下
水

道
の
整
備
が
終
わ
っ
た
地
区
か
ら
順
に
設
置
を

進
め
て
い
る
と
の
こ
と
。下
水
道
整
備
は
、五
条

川
の
東
側
で
は
終
了
し
て
お
り
、五
条
川
の
西
側

の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
、３
カ
所

の
小
中
学
校
で
設
置
が
行
わ
れ
、今
回
工
事
が

行
わ
れ
た
岩
倉
中
学
校
で
４
か
所
目
と
な
る
。

 

小
口
径
シ
ス
テ
ム
で
浅
埋
管
路
に
対
応 

　
岩
倉
中
学
校
で
は
、運
動
場
の
片
隅
、プ
ー
ル

の
横
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
こ
と

が
計
画
さ
れ
た
。同
市
は
こ
れ
ま
で
３
カ
所
で
設

置
さ
れ
て
き
た
同
じ
シ
ス
テ
ム
の
採
用
を
計
画

し
て
い
た
が
、一つ
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。設
置

す
る
校
内
既
設
管
の
埋
設
深
さ
が
浅
い
た
め
、

従
来
の
大
口
径
配
管
を
敷
設
す
る
と
、50
㎝
の
盛

り
土
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、運
動
場
と
し
て

使
用
で
き
な
い
の
だ
。

　
そ
こ
で
検
討
さ
れ
た
の
が
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ

の
φ
1
5
0
リ
ブ
パ
イ
プ
を
使
用
し
た
直
結
貯

留
式
災
害
用
ト
イ
レ
配
管
シ
ス
テ
ム
。ま
だ
正
式

販
売
の
前
で
は
あ
っ
た
が
、問
題
解
決
の
た
め
ク

ボ
タ
シ
ー
ア
イ
が
提
案
を
行
っ
た
。設
計
を
担
当

さ
れ
た
、株
式
会
社
垣
見
設
計
事
務
所
の
石
黒
照

邦
さ
ん
は
、「
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
、管
路
は

き
れ
い
に
地
下
に
収
ま
る
。さ
ら
に
、し
尿
の
貯
留

用
タ
ン
ク
を
併
設
す
る
こ
と
で
、地
震
発
生
時
に

下
水
管
路
が
被
災
し
て
も
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
が

使
用
で
き
る
」。従
来
の
シ
ス
テ
ム
で
は
半
日
し
か

貯
留
で
き
な
か
っ
た
が
、こ
れ
に
よ
っ
て
２
〜
3

日
間（
貯
留
量
3.3
㎥
）の
使
用
が
可
能
に
な
り
、

実
用
性
も
高
ま
っ
た
。

　
ま
た
、し
尿
の
洗
浄
に
関
し
て
も
石
黒
さ
ん
は
、

「
従
来
の
方
式
で
は
、１
日
１
〜
２
回
、し
尿
を
貯

め
、大
量
の
水
で
流
す
。こ
れ
に
対
し
て
ク
ボ
タ
シ

ー
ア
イ
の
場
合
、ト
イ
レ
使
用
者
が
手
押
し
ポ
ン

プ
を
2
回
押
す
こ
と
に
よ
っ
て
水
を
貯
め
、２
時

間
ご
と
に
流
す
の
で
清
潔
で
、実
用
的
で
あ
る
」と

運
用
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
を
指
摘
し
た
。こ
れ
ら
従

来
の
方
式
よ
り
優
れ
た
長
所
を
プ
ラ
ス
し
て
、コ

ス
ト
も
同
等
程
度
に
収
ま
り
、採
用
が
決
ま
っ
た
。 

レ
ジ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
ボ
ッ
ク
ス
に

し
尿
を
貯
留

　
工
事
は
、貯
留
用
の
レ
ジ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

ボ
ッ
ク
ス（
以
下
レ
ジ
コ
ン
ボ
ッ
ク
ス
）を
設
置
す

る
た
め
、高
さ
2.7
m
の
掘
削
か
ら
始
ま
っ
た
。砕
石

の
上
に
セ
メ
ン
ト
で
基
礎
が
作
ら
れ
、そ
の
上
に
レ

ジ
コ
ン
ボ
ッ
ク
ス
が
ク
レ
ー
ン
で
慎
重
に
セ
ッ
ト
さ

れ
た
。次
は
、レ
ジ
コ
ン
ボ
ッ
ク
ス
内
に
プ
リ
セ
ッ
ト

さ
れ
た
配
管
と
校
内
の
既
設
管
と
の
接
続
。既
設

の
宅
地
ま
す
が
取
り
替
え
ら
れ
、や
り
と
り
継
手

を
使
っ
て
接
続
が
完
了
し
た
。続
い
て
、マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
の
設
置
用
に
80
㎝
ほ
ど
掘
削
し
、５
基
の

リ
ブ
付
き
小
型
マ
ン
ホ
ー
ル
と
リ
ブ
パ
イ
プ
の
配

管
が
行
わ
れ
た
。さ
ら
に
上
流
側
に
貯
水
槽
が
設

置
さ
れ
、各
リ
ブ
付
き
小
型
マ
ン
ホ
ー
ル
に
立
て

管
が
挿
入
さ
れ
た
。最
後
に
和
洋
式
兼
用
の
鋳
鉄

製
防
護
ふ
た
が
セ
ッ
ト
さ
れ
、一
連
の
工
事
は
わ
ず

か
3
日
で
終
了
し
た
。

　
工
事
を
監
督
し
た
伊
藤
水
道
工
業
株
式
会
社

監
理
部
の
鈴
木
貴
大
さ
ん
は
、「
既
設
管
と
の
接

続
や
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
配
管
部
な
ど
は
、

通
常
の
下
水
道
工
事
と
同
じ
で
あ
り
慣
れ
た
作

業
。掘
削
深
さ
も
浅
い
の
で
短
時
間
で
作
業
が
で

き
た
」と
工
事
の
感
想
を
語
っ
た
。

　
震
災
発
生
時
に
は
、下
水
道
施
設
や
管
路
の

被
災
状
況
を
調
べ
、問
題
な
け
れ
ば
、レ
ジ
コ
ン

ボ
ッ
ク
ス
内
の
管
路
を
使
っ
て
そ
の
ま
ま
下
水
道

本
管
へ
と
し
尿
を
流
す
。下
水
道
が
使
用
で
き
な

い
場
合
は
、ボ
ッ
ク
ス
内
の
蓋
を
取
っ
て
レ
ジ
コ
ン

ボ
ッ
ク
ス
内
に
貯
留
す
る
。

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
直
結
貯
留
式
災
害
用
ト

イ
レ
配
管
シ
ス
テ
ム
は
、小
口
径
管
路
で
既
設
管

路
の
埋
設
深
さ
に
関
係
な
く
設
置
で
き
る
。ま
た
、

十
分
な
貯
留
量
も
あ
り
、下
水
道
施
設
の
耐
震

化
が
進
ま
な
い
多
く
の
自
治
体
で
活
躍
で
き
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

プール

柔道場／剣道場

運動場

貯水槽

マンホールトイレ

レジンコンクリート製
ボックス

宅地ます

下水道本管が被災しても使用できる
マンホールトイレ

下水道本管が被災しても使用できる
マンホールトイレ

災害用トイレ鋳鉄蓋（和洋兼用）

貯水槽

ゲート弁

VU直管φ300

リブパイプφ150
リブ付き小型マンホール150-300

レジンコンクリート製ボックス
リブ用カラー150（やりとり配管対応）

勾配18‰

2,000 3,000 2,000 2,000

14,200

2,000 2,000 1,200

▽10.0基準点

テント

プールの水を
手押しポンプ
で供給

貯留式災害用トイレ配管システムのレイアウト

設置図（岩倉中学校）

土間コンクリート
砕石

レジンコンクリート製ボックスの埋設とマンホールトイレの配管部が完成

鋳鉄製蓋を開き、中蓋
を取れば即使用可能。

レジンコンクリート製ボックス
の据付完了。

レジンコンクリート製ボックスをクレーンで据付。

貯水槽の据付。 配管は滑剤を使ってスピーディー。

マンホールトイレの鋳鉄製蓋がセットされ工事終了。ボックス内の配管の様子。
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（ご注意）国交大臣認定と消防性能評価については、詳細条件が定められています。予め内容をご確認のうえ、定められた条件に従って施工してください。

①スマート
　掃除口継手

排水集合管SLTG

②VP 短尺管

③サニタリーベンド

④カンペイ立て管

カンペイ君
（延焼防止機能付き『集合管』）

カンペイ立て管
（延焼防止機能付き『受け口付直管』）

カンペイ立て管
（延焼防止機能付き『受け口付直管』）

カンペイ立て管
（延焼防止機能付き『受け口付直管』）

延焼防止部品
∅75が
ニュー
ラインナップ

新製品紹介

水道用高密度ポリエチレンパイプ(HPPE)
EF継手のラインナップ拡充で更なる施工性向上！
金属管に比べ「軽量」「柔軟性」「錆びない」を特長とするポリエチレンパイプが、集合住宅の
給水立て管（メータボックス部）、ピット内配管での採用を増やしています。
クボタシーアイは、更なる施工性の向上を図るため、EF継手のラインナップを充実させました。

集合住宅向け  排水用配管材
オールクボタで排水管路を構築
クボタシーアイは、集合住宅向けに硬質ポリ塩化ビニル製の排水用配管材を各種取り揃えています。
それらの配管材は、クボタの延焼防止機能付排水集合管や延焼防止機能付受け口付直管と
組み合わせることで、一層用途が広がります。

中間振れ止め支持

ゲート
バルブ

メーター
ユニット

枝付き管

防火区画貫通措置部材

脚部支持

バルブ支持

床バンド固定

■給水立て管の施工例 ■排水立て管の施工例

③EF45°エルボ

①EFチーズ

①ＥＦチーズ５０×２０、４０×２０※
枝付き管との相性抜群です。
EFソケットの代わりに
ＥＦチーズを使うことで
２戸取り配管が容易！

②ＥＦチーズ７５×４０、５０×４０
ピット配管に便利な継手です。
給水立て管に多い
呼び径４０への分岐が容易！

③ＥＦ４５°エルボ２５、３０、４０、５０
オフセット配管に適しています。
クランプ機能内蔵でクランプが不要！

ジョージフィッシャー(株)製

※40×20は近日発売予定

印を工場加工

工 場 加 工
● 管材の切断
● EF接合
● バット融着など

安定した
品質

配管工数
低 減

工期短縮

工場加工のメリット工場加工のメリット

ケーシーコンビシステム（ＨＰＰＥ）

ニューラインナップ

2.内面平滑構造
　 排水の旋回流に影響を与えにくい。

3.臭気を軽減
　 段差が少なく、汚水のたまりが少ない。

4.ふたが滑らかに開閉
　 自己潤滑性のあるゴム輪を採用。

5.ふたがしっかり閉まる
　 バヨネット式を採用。
　 （回転式ロック機能）

①スマート掃除口継手（φ75、φ100）

階高さに合った長さで切り管ロスを低減
②VP短尺管（φ75、φ100）

延焼防止機能付きなので排水立て管・横枝管で塩ビ管が使用可能
④クボタイカシリーズ（カンペイ君、カンペイ立て管）

ミルクホワイト色が新登場!
③サニタリーベンド（φ75）＜シルバーグレー／ミルクホワイト＞

ピット内配管、給水立て管のプレファブ配管に対応します。
工場加工により施工現場の省力化に貢献！

②EFチーズ

  φ75×2650mm
  φ75×2800mm
φ100×2650mm
φ100×2800mm

ロングサニタリーベンド サニタリー片受け直管

サニタリー 10°ベンド サニタリーベンド
（ショート型）

透明タイプが
新登場！
接着の塗り忘れ防止に

1.分岐部の出っ張りが短い
　（従来品比φ100：約38mm短縮、φ75：約35mm短縮）

2戸取り配管
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下水道展’14大阪のご報告

2014名古屋水道展のご報告

第46回管工機材・設備総合展東京
第30回管工機材・設備総合展名古屋のご報告

クボタグループブース全景

雨水貯留浸透施設＜RAIN望スタジアム＞と
管路更生工法はジオラマの中で説明

災害用トイレ配管システム合流式下水道用内副管継手
＜スマートキャッチ＞とリブパイプ

クボタシーアイブース（写真は全て東京での撮影）

逆流防止弁＜カンタン君＞

クボタブース(展示コーナー)の全景
同時通電工法と

（止水機構付）EFサドルの展示

大勢の来場者で賑わう地震対策コーナー

水道用高密度ポリエチレンパイプ 
給水立て管とメータBOX部の
配管例 

防振タイプ排水集合管と延
焼防止機能付受け口付直管

「カンペイ立て管」φ75

最下階排水合流配管システ
ム「SRシリーズ」と
コンパクトＬベンド

排水合流継手「KCユカマ
ス」とシロアリ対策用基礎
貫通継手「KC防蟻貫通パ
ック」

災害用トイレ配管システム
リブ小型マンホール＋
直管＋鋳鉄製防護蓋＋
マンホールトイレ

地中熱交換用配管システム
GEOGRA(ジオグラ)と
放射冷暖房用天井パネル 

EFチーズ 40×20 タフカラーHTパイプ・継手 

貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー18Ｌ」

KCニュースKCニュースKCニュース

　全国の下水道事業関係者が一同に会する夏期恒例の下水道
展が、平成26年7月22日～25日の会期で、インテックス大阪
にて開催されました。
　今回の展示も、株式会社クボタ、クボタ環境サービス株式会
社、クボタ機工株式会社との4社合同によるクボタグループの
出展となり、21世紀社会において求められる下水道の姿として、

「安心のみらい」「効率のみらい」「持続のみらい」の3つのみら
いで構成される『クボタ下水道ビジョン』を提案しました。
　クボタシーアイは、「安心のみらい」のスペースに、地震対策
と浸水対策に製品を展示し、災害時でもライフラインとしての
下水道を機能させる技術を紹介しました。
　地震対策には、下水道マンホールの上に仮設トイレを設置す
る「災害用トイレ配管システム」。下水直結タイプと貯留タイプ
の2種類を紹介し

ました。いずれも、配管部分に軽量・コンパクトなリブパイプφ150を使用し、少量の
水で汚物が流せるということで注目が集まりました。
 浸水対策には、大雨の際、半地下などで発生する下水道本管からの逆流を防止する

「逆流防止弁＜カンタン君＞」と雨水で流量が増えたときにも汚水の飛散を抑制する
「合流式下水道用内副管継手＜スマートキャッチ＞」を展示。また、今回スペースの
関係で実物が展示できなかった「雨水貯留浸透施設＜RAIN望スタジアム＞」と管路
更生工法は「安心のみらい」のジオラマの中で説明しました。

　日本水道工業団体連合会主催の水道展が、平成26年10月
29日～31日の3日間、ポートメッセなごやで行われました。
今回の展示会では、「新水道ビジョンの実現するため、クボタは
水道施設・管路の多様なソリューションを提供します。」を統一

テーマに、クボタグループ5社によるグループ
展示を行いました。
　クボタシーアイは、工事・施工管理のコーナ
ーで、水道配水用ポリエチレンパイプを展示。
施工時間を短縮する「同時通電工法」と、サドル
内に止水プラグを内蔵させことで確実に開閉
できるようになった「（止水機構付）EFサドル」
を紹介しました。また、防災対策のコーナー
では、断水時に備えて18Lか36Lの水道水が
備蓄できる貯水機能付防災ヘッダー「貯めてる
ゾー」を紹介しました。 

　管工機材および関連設備機器の普及宣伝と優れた製品
への啓発を目的とした「管工機材・設備総合展」が東京と名
古屋で行われ、クボタシーアイも例年通り出展しました。今
回のクボタシーアイの展示は、「集合住宅用配管材」「戸建
住宅用配管材」、「省エネルギー」の3つの分野。
　「集合住宅用配管材」では、クボタシーアイが平成25年6
月より（株）クボタの排水システム製品の取扱いを開始した
ことにより、給水から排水にいたるまで集合住宅用配管材の
総合的な供給が可能になりました。給水では、EFチーズや
EF45°エルボをニューラインナップし、さらに品揃えが充実
した｢水道用高密度ポリエチレンパイプ｣による給水立て管
やメータBOX部の施工例を紹介しました。一方、排水では、
クボタの排水集合管から、延焼防止部品が付いた受け口付
直管「カンペイ立て管」、天井配管の省スペース化を可能に

する「コンパクトLベンド」など注目の製品を展示しました。また高温排水用として、HTパイプやHTDV継手のほか、HT樹脂に耐候
性カラー樹脂をプラスした「タフカラーHTパイプ・継手」も展示に加えました。
　「戸建住宅配管材」では、減災対策製品としておなじみの貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー18Ｌ」のほか、排水合流継手

「KCユカマス」や基礎貫通継手「KC貫通パック」にシロアリ対策を施した「KC防蟻貫通パック」を中心に紹介しました。
　「省エネルギー」では、地中熱を採熱し、冷暖房や融雪に利用する地中熱交換用配管システム「GEOGRA」と天井パネルに冷温
水を流し冷暖房する、放射冷暖房用天井パネルを展示しました。
　今回の展示会で反響が大きかったのが、管工機材展初出展の「災害用トイレ配管システム」。下水道管にマンホールを取付け、地震
などの災害時に仮設トイレを設置するもので、最近、設備工事関係者にも問い合わせが増えているという理由で注目が集まりました。

ガラス片

・東 京 会 場   平成26年10月1日～  3日　於：東京都立産業貿易センター浜松町館
・名古屋会場　平成26年10月9日～11日　於：名古屋市吹上ホール 

●集合住宅用配管材 ●戸建住宅用配管材

特別出展●省エネルギー
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などの災害時に仮設トイレを設置するもので、最近、設備工事関係者にも問い合わせが増えているという理由で注目が集まりました。

ガラス片

・東 京 会 場   平成26年10月1日～  3日　於：東京都立産業貿易センター浜松町館
・名古屋会場　平成26年10月9日～11日　於：名古屋市吹上ホール 

●集合住宅用配管材 ●戸建住宅用配管材

特別出展●省エネルギー
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ぶどうの丘

大日影トンネル遊歩道

トンネルワインカーブ
大善寺

宮光園

ワイン資料館
ぶどうの国文化館

ルミエールワイナリー

勝沼ぶどう駅

新
大
日
影
ト
ン
ネ
ル

大
日
影
ト
ン
ネ
ル

中央
自動
車道

勝沼 IC

至甲府
至東京

中
央
本
線

JR勝沼　観光マップ

明
治
の
始
め
甲
府
の
二
人
の
若
者
が
清
酒
の
醸
造
技
術
を
応
用
し
、甲
州

ぶ
ど
う
か
ら
ワ
イ
ン
を
生
産
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
日
本
ワ
イ
ン
。

そ
の
後
、ぶ
ど
う
農
家
が
集
中
し
て
い
た
勝
沼
村（
現
甲
州
市
）に
正
式
に

葡
萄
酒
会
社
が
設
立
さ
れ
、本
格
的
な
ワ
イ
ン
製
造
が
始
ま
っ
た
。そ
れ
か
ら

お
よ
そ
1
3
0
年
、今
で
は
海
外
産
に
負
け
な
い
ワ
イ
ン
が
生
産
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
山
梨
県
勝
沼
を
訪
れ
た
。

に
っ
ぽ
ん
探
訪   

　山
梨
県

明
治
に
始
ま
る
日
本
ワ
イ
ン
の
源
流
、甲
州
市
勝
沼

明
治
に
始
ま
る
日
本
ワ
イ
ン
の
源
流
、甲
州
市
勝
沼

  

「
ぶ
ど
う
寺
」大
善
寺

　
今
回
の
旅
は
、甲
州
ぶ
ど
う
発
祥
地
の
伝
説
が

残
る
、ぶ
ど
う
寺「
大
善
寺
」か
ら
始
め
た
。大
善

寺
は
、七
一
八
年
僧
行
基
が
甲
斐
の
国
、勝
沼
を

訪
れ
開
山
し
た
。修
行
中
に
右
手
に
ぶ
ど
う
を
持

っ
た
薬
師
如
来
が
表
れ
た
た
め
、そ
の
姿
と
同
じ

薬
師
如
来
像
を
刻
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。行
基
は
、

ぶ
ど
う
の
作
り
方
を
村
人
に
教
え
、広
め
た
こ
と

か
ら
、こ
れ
が
甲
州
ぶ
ど
う
の
起
源
だ
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

　
入
り
口
の
重
厚
な
作
り
の
山
門
は
、江
戸
中

期
に
建
立
さ
れ
た
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
。風

情
あ
る
石
段
を
登
っ
て
い
く
と
、正
面
に
堂
々
と

鎮
座
す
る
国
宝「
薬
師
堂
」が
目
に
飛
び
込
ん

で
く
る
。

緑
色
の
裏

山
と
茶
色

の
薬
師
堂

が
見
事
な

風
景
を
作

り
出
し
て

い
る
。一
二

八
六
年
、

元
寇
の
数

年
後
に
建

立
さ
れ
た

こ
の
薬
師

堂
は
、多
く
の
震
災
や
戦
争
に
よ
る
被
災
を
免

れ
、関
東
で
は
最
古
の
木
造
建
造
物
と
な
っ
て
い

る
。ま
た
東
日
本
大
震
災
で
傾
き
が
で
て
も
、時

の
経
過
と
と
も
に
自
然
に
復
元
し
、優
れ
た
木

造
建
築
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

　
薬
師
堂
の
中
に
入
る
と
、木
造
彫
刻
像
群
に

驚
か
さ
れ
る
。国
宝
の
厨
子
の
中
に
は
、平
安
初

期
に
作
ら
れ
た
薬
師
三
尊（
左
手
に
葡
萄
を
持

っ
た
薬
師
如
来
像
、日
光
・
月
光
菩
薩
像
）が
納

め
ら
れ
て
い
る
。残
念
な
が
ら
、こ
れ
ら
三
尊
は

５
年
に
一
度
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。そ
れ
で

も
厨
子
両
側
の
須
弥
壇
上
に
は
十
二
神
将
や

鎌
倉
時
代
の
仏
師
蓮
慶
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た

日
光
・
菩
薩
像
な
ど
が
並
び
、参
拝
者
を
落
胆

さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。

  

ワ
イ
ン
の
歴
史
を
学
ぶ

　
日
本
ワ
イ
ン
の
発
祥
地
で
あ
る
勝
沼
は
、ぶ
ど
う

や
ワ
イ
ン
の
歴
史
や
製
造
に
関
す
る
資
料
館
が
充

実
し
て
い
る
。

　「
ぶ
ど
う
の
国
文
化
館
」は
、ぶ
ど
う
が
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
を
通
っ
て
伝
来
し
た
こ
と
の
他
、江
戸
時
代
に

は
勝
沼
宿
の
ぶ
ど
う
が
名
物
と
な
っ
て
い
た
こ
と
や
、

明
治
初
期
の
ワ
イ
ン
製
造
な
ど
を
ろ
う
人
形
や
資

料
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
歩
い
て
数
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る「
宮
光

園
」は
、日
本
ワ
イ
ン
創
成
期
の
先
覚
者
、宮
崎
光

太
郎
氏
の
私
邸
で
あ
り
、甲
州
市
が
資
料
館
と
し

て
公
開
し
て
い
る
。宮
崎
氏
は
、国
内
初
の
ワ
イ
ン
醸

造
会
社
、大
日
本
山
梨
葡
萄
酒
会
社
が
明
治
19
年

に
解
散
と
な
っ
た
跡
を
受
け
、独
創
的
な
ア
イ
デ
ア

で
ワ
イ
ン
製
造
を
国
の
新
産
業
と
し
て
軌
道
に
乗

せ
た
。２
階
部
分
が
洋
式
、１
階
部
分
が
和
式
の
ユニ

ー
ク
な
建
物
で
は
、ワ
イ
ン
の
製
造
販
売
に
人
生
を

賭
け
た
彼
の
貴
重
な
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
宮
光
園
の
前
に
は
、宮
崎
氏
が
営
ん
で
い
た「
旧

宮
崎
第
二
醸
造
所
」が
シ
ャ
ト
ー・メ
ル
シ
ャ
ン
ワ
イ
ン

資
料
館
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。当
時
、使
用
さ

れ
た
ぶ
ど
う
の
破
砕
機
、圧
搾
機
、発
酵
桶
な
ど
木

製
の
製
造
機
械
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、現
存

す
る
日
本
最
古
の
ワ
イ
ン
の
展
示
も
見
逃
せ
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
館
は
、近
く
に
集
ま
っ
て
い
る
た

め
見
学
し
や
す

く
、ぶ
ど
う
や
ワ

イ
ン
を
味
わ
う

前
に
基
礎
知
識

を
得
る
に
は
う

っ
て
つ
け
の
場
所

で
あ
る
。

  

老
舗
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ル
ミ
エ
ー
ル

　
甲
州
市
勝
沼
町
と
そ
の
周
辺
に
は
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
あ
る
。明
治
18
年
総
業
の
老
舗

ワ
イ
ナ
リ
ー
の一つ「
ル
ミ
エ
ー
ル
ワ
イ
ナ
リ
ー
」に
お
邪

魔
し
た
。こ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
モ
ッ
ト
ー
は
、本
物
の
ワ

イ
ン
を
作
る
た
め
に
本
物
の
ぶ
ど
う
を
育
て
る
こ
と

で
あ
る
。周
辺
に
は
ワ
イ
ン
用
の
ぶ
ど
う
畑
が
あ
り
、

カ
ベ
ル
ネ
・ソ
ー
ビ
ニ
ヨ
ン
、メ
ル
ロ
ー
、甲
州
、シ
ャ
ル
ド

ネ
な
ど
10
種
類
以
上
の
ぶ
ど
う
を
栽
培
し
て
い
る
。

ぶ
ど
う
畑
は
、自
然
農
法
で
雑
草
な
ど
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
る
の
で
、枯
れ
草
が
畑
の
上
に
幾
重
に
も

重
な
り
ふ
わ
ふ
わ
の
状
態
。こ
れ
が
土
の
栄
養
分
と

な
り
、ぶ
ど
う
栽
培
に
は
適
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
百
三
十
年
に
も
お
よ
ぶ
こ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
歴
史

を
象
徴
す
る
の
が
、明
治
34
年
に
作
ら
れ
た「
石
蔵

発
酵
槽
」で
あ
る
。文
化
庁
の
登
録
有
形
文
化
財
の

発
酵
槽
は
、耐
酸
性
に
優
れ
た
花
崗
岩
が
使
用
さ

れ
て
い
る
。こ
こ
で
作
ら
れ
た
ワ
イ
ン
は
他
の
醸
造
方

法
で
得
ら
れ
な
い
重
厚
な
香
り
や
味
わ
い
に
な
る
こ

と
か
ら
、今
も
限
定
ワ
イ
ン
用
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
３０
種
類
以
上
の
ワ
イ
ン
は
、平
成
２2
年
に
新
築

さ
れ
た
シ
ョッ
プ
で
試
飲
し
な
が
ら
買
い
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。ま
た
、シ
ョッ
プ
に
併
設
さ
れ
た
レ
ス
ト

ラ
ン「
ゼ
ル
コ
バ
」で
は
、地
元
の
食
材

に
こ
だ
わ
っ
た
フ
レ
ン
チ
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
る
。「
や
は
り
ワ
イ
ン
は
お

い
し
い
料
理
と
と
も
に
楽
し
む
も
の
」。

ワ
イ
ン
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、い

ろ
ん
な
仕
掛
け
を
作
る
の
が

こ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
や

り
か
た
で
あ
る
。

甲州市勝沼　
ぶどうの丘
レストラン、ホ
テル、大浴場、
ワイン売店が
そろうレジャー
施設。ここから
眺める甲府盆
地の風景はま
さに爽快。
〒409-1302　山梨県甲州市勝沼町菱山5093
TEL0553-44-2111

トンネルワイン
カーブ
明 治 3 6 年 建
築の旧深沢ト
ンネルをワイ
ンの熟成庫に
転用した。一区
画 3 0 0 本

（720mlボト
ル 換 算 ）で 保
管が可能。

大日影トンネ
ル遊歩道
明治36年から
平成9年まで
中央本線とし
て使用された
トンネ ルを遊
歩道として整
備。この中央本
線が開通した
ことで、ワイン
の輸送が大きく変わった。

ルミエールワイナリー
事前予約でワイナリー
の見学も可能。
〒405-0052　
山梨県笛吹市一宮町
南野呂624
T E L 0 5 5 3 - 4 7 -
0207
レストラン「ゼルコバ」
T E L 0 5 5 3 - 4 7 -
4624

レストラン「ゼルコバ」
勝沼周辺でも本格フレンチが、楽しめる
数少ないレストラン。

大善寺　国宝「薬師堂」 
〒409-1316 山梨県甲州市勝沼町勝沼3559
TEL0553-44-0027

ぶどうの国文化館 
〒409-1313　山梨県甲州市勝
沼町下岩崎1034
TEL0553-44-3312

ぶどうの丘からの夕景
昼間の景色も素晴らしいが、夕景や夜景はそれ以上。
夕日が1500m級の山々の陰に入り、暗くなっていく

とともに町の明かりが灯り始める。

国宝の厨子の両側に重要文化財の十二神将が並ぶ。

明治10年、高野正誠、土屋助次
郎がワイン製造を学びにフランス
に渡る。日本ワインを語る上でな
くてはならない重要な一こま。

シャトー・メルシャン ワイン資料館 
明治時代の国産のワイン製造機械の他、数多くのメ
ルシャンワインが展示されている。この資料館の隣
にはカフェがあり、軽食の他、ワインが楽しめる。
〒409-1313　山梨県甲州市勝沼町下岩崎1110
TEL0553-44-1011

日本最古のワイン（左）とフランス
ワイン（右） 
フランスに留学した高野氏の家から
見つかった日本最古のワインとフラン
スのクロ・サン・ソフィーというワイン。

石蔵発酵槽
日本初のヨーロッパ式石蔵
ワイン発酵槽。葡萄色に染
まった壁は100年の年月
を感じさせる。

甲州市近代産業遺産
「宮光園」 
入口の大黒さまは、ブランド名「大黒葡萄酒」のキャラ
クター。米俵ではなくワイン樽に乗っている。
〒409-1313　山梨県甲州市勝沼町下岩崎1741
TEL0553-44-0444

収穫を待つプチ・ヴ
ェルドは、フランス・
ボルドーの黒葡萄の
品種の1つ。

左から、「光甲州」、
「石蔵和飲」「イスト
ワール」。

ぶどうの丘から甲府市、笛吹市を望む。眼下にぶどう畑が広がる。

ワイナリーを紹介してい
ただいた、木田和さん。

（地下の発酵樽の前にて）

見る見る味わう味わう

学ぶ学ぶ
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れ
で

も
厨
子
両
側
の
須
弥
壇
上
に
は
十
二
神
将
や

鎌
倉
時
代
の
仏
師
蓮
慶
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た

日
光
・
菩
薩
像
な
ど
が
並
び
、参
拝
者
を
落
胆

さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。

  

ワ
イ
ン
の
歴
史
を
学
ぶ

　
日
本
ワ
イ
ン
の
発
祥
地
で
あ
る
勝
沼
は
、ぶ
ど
う

や
ワ
イ
ン
の
歴
史
や
製
造
に
関
す
る
資
料
館
が
充

実
し
て
い
る
。

　「
ぶ
ど
う
の
国
文
化
館
」は
、ぶ
ど
う
が
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
を
通
っ
て
伝
来
し
た
こ
と
の
他
、江
戸
時
代
に

は
勝
沼
宿
の
ぶ
ど
う
が
名
物
と
な
っ
て
い
た
こ
と
や
、

明
治
初
期
の
ワ
イ
ン
製
造
な
ど
を
ろ
う
人
形
や
資

料
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
歩
い
て
数
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る「
宮
光

園
」は
、日
本
ワ
イ
ン
創
成
期
の
先
覚
者
、宮
崎
光

太
郎
氏
の
私
邸
で
あ
り
、甲
州
市
が
資
料
館
と
し

て
公
開
し
て
い
る
。宮
崎
氏
は
、国
内
初
の
ワ
イ
ン
醸

造
会
社
、大
日
本
山
梨
葡
萄
酒
会
社
が
明
治
19
年

に
解
散
と
な
っ
た
跡
を
受
け
、独
創
的
な
ア
イ
デ
ア

で
ワ
イ
ン
製
造
を
国
の
新
産
業
と
し
て
軌
道
に
乗

せ
た
。２
階
部
分
が
洋
式
、１
階
部
分
が
和
式
の
ユニ

ー
ク
な
建
物
で
は
、ワ
イ
ン
の
製
造
販
売
に
人
生
を

賭
け
た
彼
の
貴
重
な
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
宮
光
園
の
前
に
は
、宮
崎
氏
が
営
ん
で
い
た「
旧

宮
崎
第
二
醸
造
所
」が
シ
ャ
ト
ー・メ
ル
シ
ャ
ン
ワ
イ
ン

資
料
館
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。当
時
、使
用
さ

れ
た
ぶ
ど
う
の
破
砕
機
、圧
搾
機
、発
酵
桶
な
ど
木

製
の
製
造
機
械
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、現
存

す
る
日
本
最
古
の
ワ
イ
ン
の
展
示
も
見
逃
せ
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
館
は
、近
く
に
集
ま
っ
て
い
る
た

め
見
学
し
や
す

く
、ぶ
ど
う
や
ワ

イ
ン
を
味
わ
う

前
に
基
礎
知
識

を
得
る
に
は
う

っ
て
つ
け
の
場
所

で
あ
る
。

  

老
舗
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ル
ミ
エ
ー
ル

　
甲
州
市
勝
沼
町
と
そ
の
周
辺
に
は
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
あ
る
。明
治
18
年
総
業
の
老
舗

ワ
イ
ナ
リ
ー
の一つ「
ル
ミ
エ
ー
ル
ワ
イ
ナ
リ
ー
」に
お
邪

魔
し
た
。こ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
モ
ッ
ト
ー
は
、本
物
の
ワ

イ
ン
を
作
る
た
め
に
本
物
の
ぶ
ど
う
を
育
て
る
こ
と

で
あ
る
。周
辺
に
は
ワ
イ
ン
用
の
ぶ
ど
う
畑
が
あ
り
、

カ
ベ
ル
ネ
・ソ
ー
ビ
ニ
ヨ
ン
、メ
ル
ロ
ー
、甲
州
、シ
ャ
ル
ド

ネ
な
ど
10
種
類
以
上
の
ぶ
ど
う
を
栽
培
し
て
い
る
。

ぶ
ど
う
畑
は
、自
然
農
法
で
雑
草
な
ど
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
る
の
で
、枯
れ
草
が
畑
の
上
に
幾
重
に
も

重
な
り
ふ
わ
ふ
わ
の
状
態
。こ
れ
が
土
の
栄
養
分
と

な
り
、ぶ
ど
う
栽
培
に
は
適
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
百
三
十
年
に
も
お
よ
ぶ
こ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
歴
史

を
象
徴
す
る
の
が
、明
治
34
年
に
作
ら
れ
た「
石
蔵

発
酵
槽
」で
あ
る
。文
化
庁
の
登
録
有
形
文
化
財
の

発
酵
槽
は
、耐
酸
性
に
優
れ
た
花
崗
岩
が
使
用
さ

れ
て
い
る
。こ
こ
で
作
ら
れ
た
ワ
イ
ン
は
他
の
醸
造
方

法
で
得
ら
れ
な
い
重
厚
な
香
り
や
味
わ
い
に
な
る
こ

と
か
ら
、今
も
限
定
ワ
イ
ン
用
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
３０
種
類
以
上
の
ワ
イ
ン
は
、平
成
２2
年
に
新
築

さ
れ
た
シ
ョッ
プ
で
試
飲
し
な
が
ら
買
い
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。ま
た
、シ
ョッ
プ
に
併
設
さ
れ
た
レ
ス
ト

ラ
ン「
ゼ
ル
コ
バ
」で
は
、地
元
の
食
材

に
こ
だ
わ
っ
た
フ
レ
ン
チ
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
る
。「
や
は
り
ワ
イ
ン
は
お

い
し
い
料
理
と
と
も
に
楽
し
む
も
の
」。

ワ
イ
ン
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、い

ろ
ん
な
仕
掛
け
を
作
る
の
が

こ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
や

り
か
た
で
あ
る
。

甲州市勝沼　
ぶどうの丘
レストラン、ホ
テル、大浴場、
ワイン売店が
そろうレジャー
施設。ここから
眺める甲府盆
地の風景はま
さに爽快。
〒409-1302　山梨県甲州市勝沼町菱山5093
TEL0553-44-2111

トンネルワイン
カーブ
明 治 3 6 年 建
築の旧深沢ト
ンネルをワイ
ンの熟成庫に
転用した。一区
画 3 0 0 本

（720mlボト
ル 換 算 ）で 保
管が可能。

大日影トンネ
ル遊歩道
明治36年から
平成9年まで
中央本線とし
て使用された
トンネ ルを遊
歩道として整
備。この中央本
線が開通した
ことで、ワイン
の輸送が大きく変わった。

ルミエールワイナリー
事前予約でワイナリー
の見学も可能。
〒405-0052　
山梨県笛吹市一宮町
南野呂624
T E L 0 5 5 3 - 4 7 -
0207
レストラン「ゼルコバ」
T E L 0 5 5 3 - 4 7 -
4624

レストラン「ゼルコバ」
勝沼周辺でも本格フレンチが、楽しめる
数少ないレストラン。

大善寺　国宝「薬師堂」 
〒409-1316 山梨県甲州市勝沼町勝沼3559
TEL0553-44-0027

ぶどうの国文化館 
〒409-1313　山梨県甲州市勝
沼町下岩崎1034
TEL0553-44-3312

ぶどうの丘からの夕景
昼間の景色も素晴らしいが、夕景や夜景はそれ以上。
夕日が1500m級の山々の陰に入り、暗くなっていく

とともに町の明かりが灯り始める。

国宝の厨子の両側に重要文化財の十二神将が並ぶ。

明治10年、高野正誠、土屋助次
郎がワイン製造を学びにフランス
に渡る。日本ワインを語る上でな
くてはならない重要な一こま。

シャトー・メルシャン ワイン資料館 
明治時代の国産のワイン製造機械の他、数多くのメ
ルシャンワインが展示されている。この資料館の隣
にはカフェがあり、軽食の他、ワインが楽しめる。
〒409-1313　山梨県甲州市勝沼町下岩崎1110
TEL0553-44-1011

日本最古のワイン（左）とフランス
ワイン（右） 
フランスに留学した高野氏の家から
見つかった日本最古のワインとフラン
スのクロ・サン・ソフィーというワイン。

石蔵発酵槽
日本初のヨーロッパ式石蔵
ワイン発酵槽。葡萄色に染
まった壁は100年の年月
を感じさせる。

甲州市近代産業遺産
「宮光園」 
入口の大黒さまは、ブランド名「大黒葡萄酒」のキャラ
クター。米俵ではなくワイン樽に乗っている。
〒409-1313　山梨県甲州市勝沼町下岩崎1741
TEL0553-44-0444

収穫を待つプチ・ヴ
ェルドは、フランス・
ボルドーの黒葡萄の
品種の1つ。

左から、「光甲州」、
「石蔵和飲」「イスト
ワール」。

ぶどうの丘から甲府市、笛吹市を望む。眼下にぶどう畑が広がる。

ワイナリーを紹介してい
ただいた、木田和さん。

（地下の発酵樽の前にて）

見る見る味わう味わう

学ぶ学ぶ
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新製品のご案内

カンペイ君
（延焼防止機能付集合管）

クボタイカシリーズ 「カンペイ君」「カンペイ立て管」

カンペイ立て管
（延焼防止機能付『 受け口付直管』）

カンペイ立て管
（延焼防止機能付『 受け口付直管』）

カンペイ立て管
（延焼防止機能付『 受け口付直管』）

国土交通大臣認定および消防性能評定を取得しています。

耐火二層管 塩ビ管
延焼防止部品

従来配管では クボタイカ
シリーズでは

「カンペイ君」または「カンペイ立て管」により、立て管と横枝管を
塩ビ管とすることができます。

※カンペイ立て管では排水立て管と集合管はグラスウールと遮音シートにより遮音被覆を施してください。カンペイ君の
　遮音対策には、カンペイシート・クボタイカバーをご用意しております。
※横枝管が防火区画の壁を貫通する場合については、別途対策が必要です。

3階

2階

1階

最下階単独配管例

3階

2階

1階

最下階合流配管例
（クボタ最下階専用集合管使用）

納まり例

▶ピット内がスッキリ
▶設計・施工の工数減
▶配管材料減
▶メンテナンス性が向上

最下階専用集合管（4SRシリーズ）
最下階専用集合管（４SRシリーズ）を用いて、最下階住戸の排水も
立て管に取り込むことができます。

コンパクトLベンド

4SRシリーズ

延焼防止部品の熱膨張材により上階への炎をシャットアウト！

∅100に∅75が新ラインナップ
クボタシーアイ製硬質塩
化ビニル管VP75、１００の
ご使用を推奨！

（ご注意）国交大臣認定と消防性能評価については、詳細条件が定められています。
             予め内容をご確認のうえ、定められた条件に従って施工してください。

むきエビに塩・コショウをふり、シメジは根本を
切ってほぐします。アスパラガスも根本を切って
１ｃｍ程度に切ります。 決められた量の醤油と
お酒をカップに取り置きます。

むきエビに塩・コショウをふり、シメジは根本を
切ってほぐします。アスパラガスも根本を切って
１ｃｍ程度に切ります。 決められた量の醤油と
お酒をカップに取り置きます。

火を止めて、ご飯を入れて混ぜ合わせます。火を止めて、ご飯を入れて混ぜ合わせます。
醤油とお酒はあまり
煮立たせないように
してください。
ご飯を混ぜたときに、
味に偏りが出てしま
います。

香ばしいごま油でプリプリのエビを調理

エビとキノコの中華風まぜご飯

ご飯もののレパートリーが広がる！

みなさん、こんにちは。
今回は具材を簡単に炒めて、ご飯を混ぜるだけの
一品を紹介します。
一手間かけて白ご飯が、バージョンアップします。
メインの食材であるむきエビは、生でも冷凍でも
OK。冷凍の場合は、流水解凍してください♡

3

フライパンにごま油を引き、むきエビ、
シメジ、アスパラガスの順で炒めます。
フライパンにごま油を引き、むきエビ、
シメジ、アスパラガスの順で炒めます。

中火 弱火

むきエビ…100ｇ  
シメジ…1/2パック
アスパラガス…3本  
ご飯…お茶碗３杯

全体に火が通ったら、醤油とお酒を
回し入れ、塩・コショウで味を整えます。
全体に火が通ったら、醤油とお酒を
回し入れ、塩・コショウで味を整えます。

塩 醤
油
醤
油

料
理
酒 ごま油

純生

塩

お皿に取り分ければお皿に取り分ければ

ごま油…大さじ1半
塩・コショウ…少々

醤油…大さじ3
お酒…大さじ1半

コンパクト
5Lベンド用
支持金具

コンパクト5Lベンド
（BW-R-5×6） 横主管150

立て管100

最下階専用集合管
（4SR、足切り－30mm）

R1
87

10
5
75

20

H
=2
00

11
9

330

255

18
0

20
0

（ゴム付）

従来品の通常施工
の場合（H=315）
に対し、H寸 法 が
115mm短縮。

下部差し口
１２５A

横主管レベルを
約１００mmUP可能

（従来Lベンド比）

２４０mm
微調整可能

180mm

参考資料：『家庭用エアコン節電情報 冬の暖房情報』（ダイキン工業HP）

「 

冬
の
節
電
方
法

　
　エ
ア
コ
ン
編 
」

「 

冬
の
節
電
方
法

　
　エ
ア
コ
ン
編 
」

ガラガラガラガラ

あら
おばあちゃん
いらっしゃい

エアコンの使い方が悪いんじゃないかい。
例えば、あのルーバー。
下向きにして風を床に送らないと
部屋は暖まらないよ。

なるほどね
意外と窓にはすき間があるんだよ。
こうやって赤外線温度計で温度を
確認すると、すきま風が入ってきて
いるかどうか分かるんだよ。

ピッ

どうしてそんな物
持っているのよ

24℃
いつもこれくらいよ。

あ～温かいね。
でもちょっと温かすぎやしないかい。
何℃に設定してるんだい？

厚手のカーテンで
部屋の空気を逃がさない。

こまめにエアコンスイッチの
ON、OFFするのはNG。
起動のたびに余計な電気を
使ってしまうから。
設定は20℃で、後はエアコンの温度
調節にまかせるのが一番！

ピッ

自分では結構、
節電していると
思っているのに、
ダメなのね・・・

わたしゃ、
やっぱり人肌が一番だよ！

やっぱり、
そうきたわね。

あ～ 
寒い、寒い

冷気が入ってくるところには、
すき間テープを貼ってと！

窓をできるだけ大きく覆ってね。
暖色系のカーテンを
使用するのもいい方法だよ。

ブ
ル
ブ
ル

ブ
ル
ブ
ル

ルーバー赤外線
温度計

すき間テープ

　　　　たっぷり日光を
取り込んで部屋を暖める。

夜 昼間
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火を止めて、ご飯を入れて混ぜ合わせます。火を止めて、ご飯を入れて混ぜ合わせます。
醤油とお酒はあまり
煮立たせないように
してください。
ご飯を混ぜたときに、
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香ばしいごま油でプリプリのエビを調理

エビとキノコの中華風まぜご飯
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みなさん、こんにちは。
今回は具材を簡単に炒めて、ご飯を混ぜるだけの
一品を紹介します。
一手間かけて白ご飯が、バージョンアップします。
メインの食材であるむきエビは、生でも冷凍でも
OK。冷凍の場合は、流水解凍してください♡

3

フライパンにごま油を引き、むきエビ、
シメジ、アスパラガスの順で炒めます。
フライパンにごま油を引き、むきエビ、
シメジ、アスパラガスの順で炒めます。

中火 弱火

むきエビ…100ｇ  
シメジ…1/2パック
アスパラガス…3本  
ご飯…お茶碗３杯

全体に火が通ったら、醤油とお酒を
回し入れ、塩・コショウで味を整えます。
全体に火が通ったら、醤油とお酒を
回し入れ、塩・コショウで味を整えます。

塩 醤
油
醤
油

料
理
酒 ごま油

純生

塩

お皿に取り分ければお皿に取り分ければ

ごま油…大さじ1半
塩・コショウ…少々

醤油…大さじ3
お酒…大さじ1半

コンパクト
5Lベンド用
支持金具

コンパクト5Lベンド
（BW-R-5×6） 横主管150

立て管100

最下階専用集合管
（4SR、足切り－30mm）

R1
87

10
5
75

20

H
=2
00

11
9

330

255

18
0

20
0

（ゴム付）

従来品の通常施工
の場合（H=315）
に対し、H寸 法 が
115mm短縮。

下部差し口
１２５A

横主管レベルを
約１００mmUP可能

（従来Lベンド比）

２４０mm
微調整可能

180mm

参考資料：『家庭用エアコン節電情報 冬の暖房情報』（ダイキン工業HP）

「 

冬
の
節
電
方
法

　
　エ
ア
コ
ン
編 

」

「 

冬
の
節
電
方
法

　
　エ
ア
コ
ン
編 

」

ガラガラガラガラ

あら
おばあちゃん
いらっしゃい

エアコンの使い方が悪いんじゃないかい。
例えば、あのルーバー。
下向きにして風を床に送らないと
部屋は暖まらないよ。

なるほどね
意外と窓にはすき間があるんだよ。
こうやって赤外線温度計で温度を
確認すると、すきま風が入ってきて
いるかどうか分かるんだよ。

ピッ

どうしてそんな物
持っているのよ

24℃
いつもこれくらいよ。

あ～温かいね。
でもちょっと温かすぎやしないかい。
何℃に設定してるんだい？

厚手のカーテンで
部屋の空気を逃がさない。

こまめにエアコンスイッチの
ON、OFFするのはNG。
起動のたびに余計な電気を
使ってしまうから。
設定は20℃で、後はエアコンの温度
調節にまかせるのが一番！

ピッ

自分では結構、
節電していると
思っているのに、
ダメなのね・・・

わたしゃ、
やっぱり人肌が一番だよ！

やっぱり、
そうきたわね。

あ～ 
寒い、寒い

冷気が入ってくるところには、
すき間テープを貼ってと！

窓をできるだけ大きく覆ってね。
暖色系のカーテンを
使用するのもいい方法だよ。

ブ
ル
ブ
ル

ブ
ル
ブ
ル

ルーバー赤外線
温度計

すき間テープ

　　　　たっぷり日光を
取り込んで部屋を暖める。

夜 昼間



クボタシーアイは、個人情報保護に関する法令やガイドライン等を遵守すべく、個人情報保護方針を定めています。こ
れに則りPALにお寄せいただいた全てのお便り（電子メール含む）に記載された個人情報は、本誌送付先管理や各種
照会に対する回答、クイズ当選景品の発送、一部誌面掲載（お便りコーナー等）等の利用目的に限定し、その範囲を
超えてお客様の個人情報を取り扱うことは致しません。また個人データの安全管理が図られるよう、当社従業員、委託
先等に対する必要かつ適切な監督を行うとともに、印刷や送付等で個人データを第三者との間で共同利用する場合
は、当該第三者との間で契約や取り決めを交わす等、法令上必要な措置を講じます。
＊個人情報保護方針の詳細は、弊社ホームページ（http://www.kubota-ci.co.jp）に掲載しています。

●編集後記●

返信用のはがきには、お送りしました封筒の宛名に記載されている整理No.をお書きください。お願い
前号（PAL172号）21ページに記載の「平田みゆきさま」は、正しくは「平井みゆきさま」でした。
間違いをお詫びし、訂正いたします。

個人情報保護について

どんどんおハガキ            お待ちしております！

お詫びと訂正

第172号の正解
答：B,D,E,G,I
多数のご応募ありがとうございました。
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。

※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、印刷の汚れ
も数えません。

右の2枚のイラスト、よ～く見れば少し
違う。上段と下段のイラストを見くらべて、
5つの違いを発見してください。解答は、
添付の解答用ハガキのマス目にアルファ
ベットを記入してお送りください。

違いは
どこにある？

まちがい探し
クイズ

山梨県の勝沼には道路ぞいに生食用のぶどう
直売所が無数にある。しかし、その最盛期は９月
頃で、10月末にはその多くが閉店。何とか開いて
いる店を見つけて、巨峰と甲州ぶどうとクインニー
ナの3種を見せてもらった。一粒づつ試食させて
もらってクインニ
ーナに決定。大
粒で、香りもよく
ておまけに種もな
いのでどんどんい
けてしまう。あっと
いう間に一房完
食したのでした。

カードケース/約101×80×2(mm) 
ストラップ付全体/約101×540×11(mm) 
ネックストラップ/約830×8(mm)

切手を貼らずに平成00年0月00日までにご投函ください。

所在地 〒

整理No. □□□-□□□□

事業所

氏名 年齢

読者クイズ

※ 整理No.は封筒の宛名の右下にある番号
の　 ことです。必ずご記入ください。

173
本誌およびクボタシーアイ製品に対するご意見、ご要望、イラスト、

その他どんなことでも結構です。どしどしお寄せください。
（PALに掲載させていただいた方には、記念品を進呈いたします）

正解者のなかから先着で
300名様にオリジナルカ

レンダーをプレゼント！

解 答 欄
（アルファベット記入）

抽選で70名様に
セットでプレゼント
抽選で70名様に
セットでプレゼント

大粒で食べごたえのあるクインニーナ

A

H

B

E

I

F

G

C

D

兵庫県・株式会社西畠土建
西畠 敏子さま

兵庫県・鳴瀧水道株式会社
鳴瀧 晃一さまの作品

大分市・大分市役所
麻生 敏明さまの作品

熊本県・天草市役所建築課
田上 文彦さまの作品

東京都・湧泉工業株式会社
村中 輝さまの作品

※PAL編集部にお寄せいただいたハガキ
の文面やイラスト、写真などは、作者の
同意なく、本誌およびクボタシーアイ
ホームページに掲載させていただくことが
あります。また、ハガキはお返し致しません
ので、予めご了承願います。

■
正
解
、バ
ル
セ
ロ
ナ
に
あ
る
グ
エ
ル

公
園
で
す
。世
界
遺
産
で
バ
ル
セ
ロ
ナ

の
町
が
一
望
で
き
る
そ
う
で
す
ね
。色

華
や
か
で
、形
も
複
雑
と
な
れ
ば
ク
イ

ズ
に
最
適
な
公
園
。一
度
、行
っ
て
み
た

い
も
の
で
す
。

佐
賀
県
・
伊
万
里
市
管
工
事
協
同
組
合

井
本 

清
一
さ
ま

節
電
と
収
穫
が
楽
し
み
な

ゴ
ー
ヤ

東
日
本
大
震
災
か
ら
原
発
に
よ
る
安

全
性
問
題
等
を
含

め
、様
々
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。当
組

合
で
も
、少
し
で
も

節
電
に
協
力
し
よ
う

と「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
植
え
る
な

ら
一
石
二
鳥
で
実
の

な
る
ゴ
ー
ヤ
に
し
ま

し
た
。プ
ラ
ン
タ
ー
に

植
え
て
い
ま
す
の
で
、

水
や
り
が
大
変
で
す

が
、今
、小
さ
な
実
を
つ
け
た
と
こ
ろ

で
す
。気
が
早
い
も
の
で「
早
く
大
き

く
な
ら
な
い
か
な
ー
」と
休
憩
時
や
昼

休
み
に
覗
い
て
い
ま
す
。

■
緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、外
壁
に
植
物
を

生
育
さ
せ
て
温
度
上
昇
を
抑
え
る
の

で
す
ね
。節
電
効
果
も
大
切
で
す
が
、

ゴ
ー
ヤ
の
生
育
は
気
に
な
り
ま
す
ね
。

今
度
は
ゴ
ー
ヤ
の
写
真
な
ど
も
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

山
形
県
・
鶴
岡
市
役
所
農
山
漁
村
振
興
課

蛸
井 

弘
さ
ま

新
し
い
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム

1
9
9
0
年
に
発
刊
さ
れ
た「
天
井
冷

暖
房
の
す
す
め
」（
ち
く
ま
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
）か
ら
天
井
輻
射

熱
利
用
に
興
味
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。今
回
の

特
集
の
取
り
組
み
は
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

冷
房
時
の
結
露
対
策

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

■
欧
米
で
は
か
な
り

前
か
ら
放
射（
輻
射
）

冷
暖
房
が
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、日
本
で

は
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、

風
を
起
こ
さ
な
い
の
で
直
風
の
不
快

さ
が
な
く
、ホ
コ
リ
が
舞
わ
な
い
と
い
っ

た
快
適
性
が
評
価
さ
れ
、病
院
等
の

採
用
が
増
え
て
い
ま
す
。結
露
対
策
は
、

除
湿
機
能
を
持
つ
他
の
空
調
機
と
併

用
す
る
こ
と
が一
般
的
で
す
。

広
島
県
・
復
建
調
査
設
計
株
式
会
社

古
市 

昌
平
さ
ま

災
害
ト
イ
レ
を
い
ざ
と
い
う

と
き
の
た
め
に

災
害
ト
イ
レ
の
特
集
を
読
み
ま
し
た
。

事
業
規
模
に
よ
っ
て
口
数
が
違
い
、

よ
っ
て
敷
地
の
規
模
も
様
々
と
思
い
ま

す
が
、実
際
は
災
害
が
な
く
、こ
の
施

設
も
使
わ
れ
な
い
こ
と
が
一
番
と
思
い

ま
す
。し
か
し
、折
角
の
施
設
を
平
時

で
も
何
か
し
ら
活
用
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
で
ト
イ
レ

と
し
て
使
っ
て
も
い
い
の
で
す
が
、片
づ

け
の
こ
と
を
考
え
る
と
や
は
り
使
え

ま
せ
ん
。何
か
有
用
な
ア
イ
デ
ア
が
な

い
も
の
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
初
め
て
災
害
ト
イ
レ
を
使
用
さ
れ

た
東
松
島
市
で
も
、工
事
の
際
、「
こ

の
災
害
ト
イ
レ
を
い
つ
使
う
の
だ
ろ

う
」と
考
え
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
防
災
訓
練

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
災
害
ト
イ
レ
の
組
立

を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

大
阪
府
・
山
下
測
量
設
計
事
務
所

山
下 

美
智
子
さ
ま

も
っ
と
お
い
し
く
ご
飯
を

ミ
ズ
エ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋「
お

い
し
い
ご
飯
の
炊
き
方
」の
巻
き
で
、

紹
介
い
た
だ
い
た
以
外
に
も
う
一つ
、私

が
い
つ
も
や
っ
て
い
る
の
を
ご
紹
介
し

ま
す
。そ
れ
は「
も
ち
米
」で
す
。2
．

5
合
の
白
米
に
0
．3
合
の
も
ち
米

を
加
え
ま
す
。こ
れ
で
お
い
し
い
ご
飯

に
化
け
ま
す
。ご
飯
の
味
が
新
米
か
？

と
思
え
ま
す
。2
合
だ
っ
た
ら
少
し
減

ら
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
ご
飯
の
お
い
し
い
炊
き
方
は
、ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
そ
う
で
す
ね
。ほ

ぼ
毎
日
口
に
す
る
も
の
で
す
か
ら
で

き
る
だ
け
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
た
い

も
の
で
す
。

群馬県・株式会社小笠原
勝田 悠使さまの作品

大
阪
府
・
東
邦
電
機
株
式
会
社

山
口 

哲
平
太
さ
ま

生
活
を
守
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

パ
イ
プ

阪
神
大
震
災
で
被
災
し
た
と
き
、イ

ン
フ
ラ
の
中
で
電
気
は
架
空
で
対
処

で
き
た
の
で
、水
道
・
ガ
ス
に
比
べ
て

非
常
に
早
く
復
旧
で
き
ま
し
た
が
、

前
回
の
東
日
本
大
震
災
で
水
道
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
が
復
興
に
大
き
く

寄
与
し
て
、多
く
の
人
た
ち
を
救
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。阪
神
大
震
災
の

時
に
も
あ
れ
ば
と
、そ
の
進
歩
に
は
驚

か
さ
れ
ま
す
。こ
れ
で
世
界
の
多
く
の

人
々
を
救
え
る
力
と
な
り
、我
々
の
生

活
を
守
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
ま
す
。

■
阪
神
大
震
災
以
降
に
開
発
さ
れ
た

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
に

よ
る
水
道
管
路
は
、急
速
に
ご
採
用

が
進
み
、現
在
は
耐
震
管
材
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。ま

た
、東
日
本
大
震
災
の
復
興
工
事
で

は
、工
事
の
ス
ピ
ー
ド
化
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

滋
賀
県
・
ア
ズ
メ
ッ
ク
株
式
会
社

國
松 

文
子
さ
ま

一
度
行
っ
て
み
た
〜
い
公
園

間
違
い
探
し
の
ク
イ
ズ
の
公
園
は
、ス

ペ
イ
ン
の
ガ
ウ
デ
ィ
の
作
品
の
公
園
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
も
う
、何
年
か
前

に
い
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。ベ
ン
チ
が

ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
曲
が
っ
て
い
て
、面
白
い

作
品
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。話
は
変
わ
り
ま
す
が
、

災
害
や
震
災
は
い
つ
起
こ
る
か
も
分
か

り
ま
せ
ん
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
無
し
」

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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本誌同封のハガキにクイズの解答といっしょに
いろんなお便りをお待ちしております。

・クボタシーアイの製品について
・工事で困っていること・本誌の感想
・にっぽん探訪で行って欲しい所
・イラストや写真・皆さまの近況等々

正解者の中から抽選で70名様に記念品を進呈します。
解答のハガキのお名前は、
楷書ではっきりとお書き
ください。

書いて送ってネ！書いて送ってネ！

▼レザーIDカードホルダー
　（ネックストラップ付）

約85×120×13(mm)
▼レザーマルチメモケース

黒色

黒色

写真

イラスト

WプレゼントWプレゼントダブル



クボタシーアイは、個人情報保護に関する法令やガイドライン等を遵守すべく、個人情報保護方針を定めています。こ
れに則りPALにお寄せいただいた全てのお便り（電子メール含む）に記載された個人情報は、本誌送付先管理や各種
照会に対する回答、クイズ当選景品の発送、一部誌面掲載（お便りコーナー等）等の利用目的に限定し、その範囲を
超えてお客様の個人情報を取り扱うことは致しません。また個人データの安全管理が図られるよう、当社従業員、委託
先等に対する必要かつ適切な監督を行うとともに、印刷や送付等で個人データを第三者との間で共同利用する場合
は、当該第三者との間で契約や取り決めを交わす等、法令上必要な措置を講じます。
＊個人情報保護方針の詳細は、弊社ホームページ（http://www.kubota-ci.co.jp）に掲載しています。

●編集後記●

返信用のはがきには、お送りしました封筒の宛名に記載されている整理No.をお書きください。お願い
前号（PAL172号）21ページに記載の「平田みゆきさま」は、正しくは「平井みゆきさま」でした。
間違いをお詫びし、訂正いたします。

個人情報保護について

どんどんおハガキ            お待ちしております！

お詫びと訂正

第172号の正解
答：B,D,E,G,I
多数のご応募ありがとうございました。
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。

※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、印刷の汚れ
も数えません。

右の2枚のイラスト、よ～く見れば少し
違う。上段と下段のイラストを見くらべて、
5つの違いを発見してください。解答は、
添付の解答用ハガキのマス目にアルファ
ベットを記入してお送りください。

違いは
どこにある？

まちがい探し
クイズ

山梨県の勝沼には道路ぞいに生食用のぶどう
直売所が無数にある。しかし、その最盛期は９月
頃で、10月末にはその多くが閉店。何とか開いて
いる店を見つけて、巨峰と甲州ぶどうとクインニー
ナの3種を見せてもらった。一粒づつ試食させて
もらってクインニ
ーナに決定。大
粒で、香りもよく
ておまけに種もな
いのでどんどんい
けてしまう。あっと
いう間に一房完
食したのでした。

カードケース/約101×80×2(mm) 
ストラップ付全体/約101×540×11(mm) 
ネックストラップ/約830×8(mm)

切手を貼らずに平成00年0月00日までにご投函ください。

所在地 〒

整理No. □□□-□□□□

事業所

氏名 年齢

読者クイズ

※ 整理No.は封筒の宛名の右下にある番号
の　 ことです。必ずご記入ください。
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本誌およびクボタシーアイ製品に対するご意見、ご要望、イラスト、

その他どんなことでも結構です。どしどしお寄せください。
（PALに掲載させていただいた方には、記念品を進呈いたします）

正解者のなかから先着で
300名様にオリジナルカ

レンダーをプレゼント！

解 答 欄
（アルファベット記入）

抽選で70名様に
セットでプレゼント
抽選で70名様に
セットでプレゼント

大粒で食べごたえのあるクインニーナ

A

H

B

E

I

F

G

C

D

兵庫県・株式会社西畠土建
西畠 敏子さま

兵庫県・鳴瀧水道株式会社
鳴瀧 晃一さまの作品

大分市・大分市役所
麻生 敏明さまの作品

熊本県・天草市役所建築課
田上 文彦さまの作品

東京都・湧泉工業株式会社
村中 輝さまの作品

※PAL編集部にお寄せいただいたハガキ
の文面やイラスト、写真などは、作者の
同意なく、本誌およびクボタシーアイ
ホームページに掲載させていただくことが
あります。また、ハガキはお返し致しません
ので、予めご了承願います。

■
正
解
、バ
ル
セ
ロ
ナ
に
あ
る
グ
エ
ル

公
園
で
す
。世
界
遺
産
で
バ
ル
セ
ロ
ナ

の
町
が
一
望
で
き
る
そ
う
で
す
ね
。色

華
や
か
で
、形
も
複
雑
と
な
れ
ば
ク
イ

ズ
に
最
適
な
公
園
。一
度
、行
っ
て
み
た

い
も
の
で
す
。

佐
賀
県
・
伊
万
里
市
管
工
事
協
同
組
合

井
本 

清
一
さ
ま

節
電
と
収
穫
が
楽
し
み
な

ゴ
ー
ヤ

東
日
本
大
震
災
か
ら
原
発
に
よ
る
安

全
性
問
題
等
を
含

め
、様
々
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。当
組

合
で
も
、少
し
で
も

節
電
に
協
力
し
よ
う

と「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
植
え
る
な

ら
一
石
二
鳥
で
実
の

な
る
ゴ
ー
ヤ
に
し
ま

し
た
。プ
ラ
ン
タ
ー
に

植
え
て
い
ま
す
の
で
、

水
や
り
が
大
変
で
す

が
、今
、小
さ
な
実
を
つ
け
た
と
こ
ろ

で
す
。気
が
早
い
も
の
で「
早
く
大
き

く
な
ら
な
い
か
な
ー
」と
休
憩
時
や
昼

休
み
に
覗
い
て
い
ま
す
。

■
緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、外
壁
に
植
物
を

生
育
さ
せ
て
温
度
上
昇
を
抑
え
る
の

で
す
ね
。節
電
効
果
も
大
切
で
す
が
、

ゴ
ー
ヤ
の
生
育
は
気
に
な
り
ま
す
ね
。

今
度
は
ゴ
ー
ヤ
の
写
真
な
ど
も
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

山
形
県
・
鶴
岡
市
役
所
農
山
漁
村
振
興
課

蛸
井 

弘
さ
ま

新
し
い
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム

1
9
9
0
年
に
発
刊
さ
れ
た「
天
井
冷

暖
房
の
す
す
め
」（
ち
く
ま
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
）か
ら
天
井
輻
射

熱
利
用
に
興
味
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。今
回
の

特
集
の
取
り
組
み
は
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

冷
房
時
の
結
露
対
策

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

■
欧
米
で
は
か
な
り

前
か
ら
放
射（
輻
射
）

冷
暖
房
が
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、日
本
で

は
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、

風
を
起
こ
さ
な
い
の
で
直
風
の
不
快

さ
が
な
く
、ホ
コ
リ
が
舞
わ
な
い
と
い
っ

た
快
適
性
が
評
価
さ
れ
、病
院
等
の

採
用
が
増
え
て
い
ま
す
。結
露
対
策
は
、

除
湿
機
能
を
持
つ
他
の
空
調
機
と
併

用
す
る
こ
と
が一
般
的
で
す
。

広
島
県
・
復
建
調
査
設
計
株
式
会
社

古
市 

昌
平
さ
ま

災
害
ト
イ
レ
を
い
ざ
と
い
う

と
き
の
た
め
に

災
害
ト
イ
レ
の
特
集
を
読
み
ま
し
た
。

事
業
規
模
に
よ
っ
て
口
数
が
違
い
、

よ
っ
て
敷
地
の
規
模
も
様
々
と
思
い
ま

す
が
、実
際
は
災
害
が
な
く
、こ
の
施

設
も
使
わ
れ
な
い
こ
と
が
一
番
と
思
い

ま
す
。し
か
し
、折
角
の
施
設
を
平
時

で
も
何
か
し
ら
活
用
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
で
ト
イ
レ

と
し
て
使
っ
て
も
い
い
の
で
す
が
、片
づ

け
の
こ
と
を
考
え
る
と
や
は
り
使
え

ま
せ
ん
。何
か
有
用
な
ア
イ
デ
ア
が
な

い
も
の
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
初
め
て
災
害
ト
イ
レ
を
使
用
さ
れ

た
東
松
島
市
で
も
、工
事
の
際
、「
こ

の
災
害
ト
イ
レ
を
い
つ
使
う
の
だ
ろ

う
」と
考
え
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
防
災
訓
練

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
災
害
ト
イ
レ
の
組
立

を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

大
阪
府
・
山
下
測
量
設
計
事
務
所

山
下 

美
智
子
さ
ま

も
っ
と
お
い
し
く
ご
飯
を

ミ
ズ
エ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋「
お

い
し
い
ご
飯
の
炊
き
方
」の
巻
き
で
、

紹
介
い
た
だ
い
た
以
外
に
も
う
一つ
、私

が
い
つ
も
や
っ
て
い
る
の
を
ご
紹
介
し

ま
す
。そ
れ
は「
も
ち
米
」で
す
。2
．

5
合
の
白
米
に
0
．3
合
の
も
ち
米

を
加
え
ま
す
。こ
れ
で
お
い
し
い
ご
飯

に
化
け
ま
す
。ご
飯
の
味
が
新
米
か
？

と
思
え
ま
す
。2
合
だ
っ
た
ら
少
し
減

ら
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
ご
飯
の
お
い
し
い
炊
き
方
は
、ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
そ
う
で
す
ね
。ほ

ぼ
毎
日
口
に
す
る
も
の
で
す
か
ら
で

き
る
だ
け
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
た
い

も
の
で
す
。

群馬県・株式会社小笠原
勝田 悠使さまの作品

大
阪
府
・
東
邦
電
機
株
式
会
社

山
口 

哲
平
太
さ
ま

生
活
を
守
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

パ
イ
プ

阪
神
大
震
災
で
被
災
し
た
と
き
、イ

ン
フ
ラ
の
中
で
電
気
は
架
空
で
対
処

で
き
た
の
で
、水
道
・
ガ
ス
に
比
べ
て

非
常
に
早
く
復
旧
で
き
ま
し
た
が
、

前
回
の
東
日
本
大
震
災
で
水
道
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
が
復
興
に
大
き
く

寄
与
し
て
、多
く
の
人
た
ち
を
救
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。阪
神
大
震
災
の

時
に
も
あ
れ
ば
と
、そ
の
進
歩
に
は
驚

か
さ
れ
ま
す
。こ
れ
で
世
界
の
多
く
の

人
々
を
救
え
る
力
と
な
り
、我
々
の
生

活
を
守
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
ま
す
。

■
阪
神
大
震
災
以
降
に
開
発
さ
れ
た

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
に

よ
る
水
道
管
路
は
、急
速
に
ご
採
用

が
進
み
、現
在
は
耐
震
管
材
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。ま

た
、東
日
本
大
震
災
の
復
興
工
事
で

は
、工
事
の
ス
ピ
ー
ド
化
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

滋
賀
県
・
ア
ズ
メ
ッ
ク
株
式
会
社

國
松 

文
子
さ
ま

一
度
行
っ
て
み
た
〜
い
公
園

間
違
い
探
し
の
ク
イ
ズ
の
公
園
は
、ス

ペ
イ
ン
の
ガ
ウ
デ
ィ
の
作
品
の
公
園
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
も
う
、何
年
か
前

に
い
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。ベ
ン
チ
が

ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
曲
が
っ
て
い
て
、面
白
い

作
品
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。話
は
変
わ
り
ま
す
が
、

災
害
や
震
災
は
い
つ
起
こ
る
か
も
分
か

り
ま
せ
ん
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
無
し
」

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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本誌同封のハガキにクイズの解答といっしょに
いろんなお便りをお待ちしております。

・クボタシーアイの製品について
・工事で困っていること・本誌の感想
・にっぽん探訪で行って欲しい所
・イラストや写真・皆さまの近況等々

正解者の中から抽選で70名様に記念品を進呈します。
解答のハガキのお名前は、
楷書ではっきりとお書き
ください。

書いて送ってネ！書いて送ってネ！

▼レザーIDカードホルダー
　（ネックストラップ付）

約85×120×13(mm)
▼レザーマルチメモケース

黒色

黒色

写真

イラスト

WプレゼントWプレゼントダブル
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戸建住宅の配管は、一棟まるごと
にお任せください！

KC
ユカマス HTDV継手プリふた 宅地ます

宅内ます

KC 
貫通パック

基礎貫通継手

給水管

HIパイプ、水道用透明継手

給水・給湯管

高温排水システム

貯水機能付防災ヘッダー

貯めてるゾー36L、18L

排水合流継手

給
水
・
給
湯
分
野 樹脂管

（PB、PEX）・継手

低層住宅用配管材

排
水
分
野

明治に始まる日本ワインの源流、甲州勝沼（山梨県）
にっぽん探訪

■放射冷暖房システム（神奈川県相模原市） 
■ケーシーレジコン弁室（青森県八戸市）
■直結貯留式災害用トイレ配管システム
　（愛知県岩倉市）

施工現場レポート

特集１
患者により良い治療環境を提供する

「医療現場で増加する放射冷暖房システム」 

特集2
災害時のトイレ問題を軽減する 

「全国で設置が増えるマンホールトイレ」 
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クボタシーアイは、本年4月で
10周年を迎えます。
これからも更なる飛躍を目指します。
今後ともご支援、ご愛顧のほど
宜しくお願い申し上げます。

パル


